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I 東洋学センクーとしての東洋文庫

これは，昭和 43年度から 47年度に至る 5年間の財団法人東洋文庫の事業報告であ

る。それまで毎年度出されていた年報が， 43年度以後刊行を停止されていたのは，文

部省の補助金で刊行されているこの年報に，補助金で行はれている以外の事業の報告

が併せ載せられているのは，補助金の正しい遣い方ではないという文部省の注意によ

るものであった。しかし，この報告にもあるように東洋文庫からはいくつかの出版

物が世に送られているが，文部省の補助金の使い方をこのように限定すると，補助金

で行はれたのではない内容の研究を補助金で出版するこ とは出来ないことにもなりか

ねない。このたび，そうした堅固しい，そして狭い解釈が自然に解消 して，年報刊行

に対する補助金は，財団法人東洋文庫の事業の全体についての報告の出版に遣われる

べきものであるとの理解が復活し，ここに 5年間の業績の概況をまとめて報告出来る

に至ったことは， 誠に喜ばしい。

財団法人東洋文庫は大正 13年 11月 19日に成立した。それは， （1)東洋学の研究

に必要な図書を組織的に，そして網羅的に蒐集し，整理して，学者の利用に供する，

(2)東洋学の研究業績の中，特にすぐれたものを刊行して，研究の水準を高める，

(3)一方，展示会 ・講演会を通じてそうした専門知識の普及を計る，（4) そのほか

東洋学研究の進歩に貢献すると考えられる諸般の事業を行うことを目的として出発し

たもので，図書部のほかに研究部が併置されて，国内の国立 ・私立諸大学の教授の中

から択ばれた何人かの研究員が専門研究に従うと同時に，日本の東洋学界と東洋文庫

との連絡掛と して， 出版に値する研究の成果の推煎に当ったのである。日本の近代的

な東洋学研究が西欧の東洋学研究の刺激によって成立し発達したものであることは，

周く知られているが，東洋文庫はそう した日本の東洋学研究の成果の代表的なものを

出版する一方，各年度に発表された論文の中から，特に欧米の学者の輿味を惹くと考

えられるものを選んでこれを欧文に訳し，毎年世界に紹介して来た。そして，その出

版物は広く内外の関係学術機関と研究者とに寄贈せられた。

日本には，それまで東洋学関係の図書を所蔵する図書館はあったが， これに研究部

が併箇されていたものはなく，東洋学関係の学科を設ける大学も次第に増えて来たも

のの，その設備は必ずしも整備されているとはいえなかった。そうした時代に，この

ような目的をもって東洋文庫が設立されたこ とは，正に日本の東洋学界に新しい時代

の始ったことを示すものであった。
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財団法人東洋文庫は，岩崎久弥氏の寄附によって出来たものである。岩崎氏は，大

正6年， G.E.モリソン氏の蒐書を購入し， 以来引続きこれに新刊本 ・新資料を追加

して来たが， 大正13年， これらの蒐集のすべてに，新しい敷地・建物・設備と運営

に必要な基金とを添えて財団法人を設立した。これに伴って，支那を中心とする欧米

の書籍の蒐集であったモリソン文庫は，アジア全域に関するヨーロッパ語のみなら

ず，各地域の国語による書籍の蒐集に拡大せられ，新たに研究 ・出版の 2事業が加え

られたのである。そして，岩崎氏寄附の基金から生ずる果実はこれらのすべてを賄っ

て余りあるものであった。

不幸にして， 第2次大戦に伴う経済界の大変動は，この基金を殆ど無価値にした

が，内外の諸財団 ・日本政府，東洋文庫維持会に加入している諸会社の援助によっ・

て，今日まで，十分とはいえないまでも，当初からの目的にそって，事業が継続され

ていることは，学界のために慶賀に堪えない。中でも日本政府が戦後いち早く国立国

会図書館支部東洋文庫を設置し，そこに始め 9人，後に 8人の職員を常置して財団法

人東洋文庫の図書の整理•閲覧の業務に協力せしめ，文部省を通じての補助金の給附

によって図書の購入，研究成果の出版を助け，さらに東洋文庫維持会及び諸財団がこ

れを補強していることは，特筆しなければならない。

しかし，第2次大戦に伴う変動は，一方において東洋文庫の本来的な使命の遂行に

大いに加えるところがあった。それはまず，東洋文庫が国内的な東洋学研究のセン

ターである性格を一層具体的にしたことである。東洋学連絡委員会が設けられ，全国

から 15人の委員が参加して東洋文庫の事業について検討協議していることや，同じ

く全国的規模において委嘱せられ，選択せられた40人を超える専任 ・兼任の研究員.. 

研究生及び諸大学から派遣せられた流動研究員がそれぞれの研究に従事していること

は，これを最もよく示しているであろう。さらに，研究部に諸外国の著名な東洋学者

が名誉研究員として加はり， 日本学術振興会等の招聘による外国人学者の長期或いは

短期の滞在研究が断えず行はれていること，諸外国の研究機関や学者との出版物の交

換が戦前に数倍する規模で行われていることなどは，東洋文庫の規図して来た世界に

日本の東洋学を紹介しようとする機能を，一層活澄にすることになった。

この東洋文庫の国際的機能の遂行を劃期的に増大せしめているのは， 日本政府とユ

ネスコとの協力によって東洋文庫に附置せられている東アジア文化研究センタ ーであ

る。これは， 日本を含む東アジア諸国が協力して，東アジアの文化を欧米人によりよ

く理解させることを本来の目的として設けられたものである。それは（1)諸種の

テーマについての東アジア諸国の学者の共同調査・共同研究， （2)東アジア諸国の

文化の理解に役立つ， 主として東アジア人による著書 ・研究の出版， （3)東アジア

諸国間の人物交流を主な事業とするものであるが，東アジアの文化を欧米人に理解さ

せる以前に，東アジア人が相互にその文化を理解しあうことが必要であり，さらに東
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アジアの文化の正しい理解には，東アジア以外のアジア諸地域の文化の理解がどうし

ても欠かせないことが痛感せられるので，今や東アジア人の相互理解を事業の柱の一

つに加え，さらに活動の範囲を次第に拡大して全アジアに及ぼそうとしている。この

センタ ーの行った調査の報告やそのほかの出版物が，すべて英語で発表される原則に

なっていることは，その国際的な性格を示しているものである。ユネスコ本部が中心

となって企画するアジア文化関係の事業についても，その東アジア関係の研究的な部

分はこのセンターの協力によって行はれるのが常である。

財政的に見た東洋文庫の運営は決して楽観を許されない。また，この年報に記録さ

れている 5年間の業績も必ずしも満足すべきものではない。しかし，如何なる情況の

もとに置かれても国内的及び国際的な東洋学研究のセンタ ーとしての東洋文庫の機

能を発展させるように出来るだけ努力したいものである。

さらに一言したいのは，昭和42年度より 45年度における書庫及び研究室の増築で

ある。長い間狭隣に悩んで来た東洋文庫の不便がこれによって一挙に解決された。こ

れは日本船舶振興会を始め，諸会社 ・諸氏の温かい理解と援助との御蔭である。今日

これを利用して恩恵に浴している内外の諸氏とともにその厚意を深謝する。

昭和 43年度から 47年度に至る 5年間には，若千の人事の異動があった。その中で

最も大きいのは， 昭和 26年 3月以来， 理事長として東洋文庫の成長を温く見守って

来られた細川護立氏 (1883• 10 • 21-1970 • 11・18)の逝去である。井上準之助 ・林 権

助 • 清水 澄 ・幣原喜重郎につぐ第五代目の理事長で，19年に亘る在職はそれ以前

の理事長の誰よりも長いものであった。
よしくに

細川護立氏は，最後の熊本落主細川襄順（後に部邦と改む）の弟で家をついだ護久

の四男。諸兄の戦死 ・逝去の後を承けて細川家をついだ。侯爵として貴族院議員に列

せられたが，国宝保存会会長 ・帝室技芸員撰択委員 ・帝室博物館顧問 ・美術振興調査

会会長等の戦前の役眠や日本美術協会顧問 ・国立博物館顧問 ・同評議員 ・文化財保護

委員会委員 ・京都国立博物館館長 ・国立近代美術館評議員 ・文化訛章受賞者選考委

員 ・文化功労者選考審査委員 ・国立西洋美術館評議員等の戦後の肩書が示すように，

学問的な教掟の高い文化人であり，特に美術の鑑識については専門家を凌ぐ知識と眼

光とを具えていた。日本 ・支那の古美術品や古典籍 ・書画の蒐集は，夙に細川コレク

ションとして日本のみならず外国でも名高く ，それを見るために細川邸を訪れる欧米

•の専門家はあとを絶たなかった。これらの蒐集は昭和 25 年設立された財団法人永青

文庫に収蔵されているが，それには 25年以後集められたものも加えられている。書の

中では白隠 ・仙臣等の禅僧の筆蹟の大蒐集が，絵画では横山大践 ・菱田春草等の日本

画家や梅原龍三郎 ・安井曽太郎等の洋画家の作品のコレクションが特によく知られ，

支那美術は上は殷代から下は清朝に及んでおり，杉村勇造氏の著「乾隆皇帝」の図版

には，それと明記してはいないが，細川氏蒐集のものが多く利用されている。ササン
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朝のガラス製品，漠代の泥像等にも秀作が多い。これらの多くは，まだ世人が注意し

ない時にその価値を認め，他に先んじて集められたもので，氏の眼識の高さをよく物

語っている。

古城貞吉 ・狩野直喜 ・宇野哲人等， 熊本出身の学者は勿論， 内藤虎次郎 ・原田淑

人 ・梅原末治その他の多くの日本の学者及び美術家と交られたほか，セルゲ＝エリセ

工エフ・ボール＝ペリオ ・ル＝コック等，欧州の学者との交渉も浅く なかった。大

正15年から翌昭和 2年にかけて約 1ケ年半パリに居を構え，そこを中心に欧州の各地

に遊ばれた。その時の生活は，余程愉快であったようで，後年しばしばその想い出を

口にせられた。アンリ＝ コ）レディ エ (1849-1925)の蔵書を一括購入したり，東京帝

国大学の楽浪郡の遺蹟の発掘を援助したりするような形での学界への寄与も少くなか

った。

能その他の貴族的教掟を広く身につけられていたのは勿論，書を能くし，漢詩に巧

みで，文心離龍のような難解な漢籍の諸篇を易々として暗誦せられる力量に至っては，

人を驚かすに足るものがあった。一面，スキーを得意とし，特に山を好み，アジア ・

ヨーロッパの山に関する書籍を博く集めた。欧州では車中から，登ったこともないア

ルプスの諸峰の名称を一ー指摘して傍を一驚せしめたという。氏が東京地学協会会長

で，英国王立地理学会の終身会員に推薦せられたのは，こうした山についての造詣が

高く評価せられていた結果である。しかし，氏について最も敬服させられるのは，そ

の人間としての立派さである。仰げばいよいよ高しという言葉は，正に氏のような人

のためにあるのだと嘆ぜさせられたこと，ー再でない。ここにそれについて詳述する

余白のないのを遺憾とする。こうした人を長期間理事長として戴いた東洋文庫は誠に

幸であったというべきである。

細川護立氏に遅れること約 1年，昭和 46年 11月6日，岩井大慧氏 (189其1886?〕・

10•15-1971 ・ 11·6) が逝去せられた。氏は大正 8 年以来モリソン文庫に関係， 昭和

14年財団法人東洋文庫主事に就任， 23年8月国立国会図書館支部東洋文庫が設立さ

れるとその文庫長に任じ， 40年までその発展に尽痒せられた。氏の活動と研究業績

とは「岩井博士古稀記念典籍論集」巻頭の年譜及び著作目録に詳しい。この論集に稿

を寄せるものすべて 101人。凡そ日本東洋学界の者宿と新鋭との代表を網羅して余す

ところないに幾い。以て博士の学界における声望の高さを察すべきであろう。
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I 図書館事業

1. 図書の収集 ・整理と閲覧

購入 ・交換 ・受贈の手段を通して資料の収集につとめ，近代東アジアを中心とする
アジア全域の研究資料図書館として，今日の要求に応えうる機能の充実を目標に資料
の収集をはかった。一般文献資料の他，中央アジア特別文献の収集にもつとめた。昭
和47年度末現在の蔵書数は549,367冊である。

昭和43年度より47年度にかけて購入，交換で受入れた資料の総数は次の通りである。

・資料購入

~I 昭43 I 44 I 45 l~＼竺l 昭46
単行本 909 511 810 和漢書 314 

定期刊行物 327 115 99 洋 書 94 

複写資料 11 207 1,756 複写資料

゜
•中央アジア特別文献資料の購入

~ I 昭43 I 44 I 45 I五＼竺l昭46
単行本 518 411 214 和漠書 324 

定期刊行物 44 71 20 洋 書 730 
複写資料 29 

゜
1,709 複写資料 1,709 

・資料交換

47 

0

4

0

 

5

0

 

4

1

 

47 

52 

671 

゜

~受〗1 ここ子： I I 
昭43 I 44 I 45 I 46 I 47 
5,640 1,571 3,210 2,256 942 

1,843 1,567 1,676 1,392 1,420 

贈 書洋
単行本 4,800 

1,86465 9 
382 455 396 

定期刊行物 1,794 1,101 1,184 911 
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~I 
単行本 129 356 598 163 834 

寄 定期刊行物 772 888 1,064 741 1,045 

贈 単行本 196 162 671 183 583 

定期刊行物 1,682 939 1,206 891 1,385 

昭和43年度より47年度にかけての閲覧室の利用状況は下記の通りであった。

~I 開館日数 I 閲覧者数 l 閲覧図書数
昭 43 286 5,905 90,380 

44 283 4,042 77,863 

45 284 4,192 71,595 

46 283 4,877 67,648 

47 274 4,418 57,781 

2. 複写サービス

昭和43年度より47年度にかけて処理した複写数量は左記のとおりである。

申込件数1 撮コマ数影 ボ・ジコ作マ成数 引伸枚数 電申子複込写 枚 数

835 99,582 235,605 79,738 616 17,942 

753 110, 394 186, 899 65, 943 447 13, 123 

768 91,113 148,019 87,155 594 18,753 

799 104,648 59,321 108,661 793 23,367 

3. 展示会

第54回東洋文庫展示会 〔期日〕昭和45年11月7日～8日 〔主な展示図書〕モリソン博

士とモリソン文庫 ・文庫所蔵義和団事変関係の図書 ・資料

第55回東洋文庫展示会 〔期日〕昭和46年11月13日～14日 〔主な展示図書〕ボルトガル

のアジア進出史に関する史料

第56回東洋文庫展示会 〔期日〕昭和47年11月11日～12日 〔主な展示図書〕広橋本・禰

寝文書ほか，近世自筆本 ・清紗本 ・明刊本 ・モリソンパンフレット等
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II 研究事業

1. 調査研究

調査研究は，文部省科学研究費によるものと，文部省民間学術研究機関補助金によ

る一般 • 特別調査研究とにわかれる。

i 文部省科学研究費による調査研究

一般研究A

【課題】「唐末以降1940年代にいたる中国の地主制の体系的研究」 （期間】昭和43年度～

昭和45年度 【担当者】青山定雄 【協力者】市古宙三，榎一雄，神田信夫，菊池英夫，

草野靖，佐伯富，鈴木俊，周藤吉之，田川孝三，田中正俊，鶴見尚弘，中嶋敏，宮

坂宏，松村潤，村松祐次，山根幸夫

［課題）「日本を中心とする近代東アジア国際関係の史的研究」 【期間】昭和46年度～昭

和47年度 【桓当者）市古宙三 【協力者】岩崎富久男，岡田英弘，神田信夫，菊池英

夫，田川孝三，田中正俊，鶴見尚弘，坂野正高'-宮坂宏，松村潤，村松祐次，森岡

康 山根幸夫

特定研究

（課題】「日本の近代化過程に対する国際的評価とその背景」 （期間】昭和41年度～昭和

44年度 【代表者】榎一雄 【分担者】有馬成甫，生田滋，市川健二郎，市古宙三，岩

生成一，岩崎富久男，神田信夫，北村甫，河野六郎，鈴木俊，田川孝三，田中時彦，

田中正俊，鳥海靖，沼田次郎，坂野正高，前田健次，松村潤，村松祐次，護雅夫，

安岡昭男，山根幸夫，山本達郎

総合研究

［課題】「中国周辺諸言語に関する中国資料の調査研究」 【期間】昭和44年度～昭和46年

度 【代表者】辻直四郎 （分担者】生田滋，榎一雄，亀井孝，北村甫，河野六郎，後

藤明，鈴木真喜男，西義郎，三根谷徹，松村潤，護雅夫，山口瑞鳳，頼惟勤
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【課題】「李朝後半期の農村社会文化」 【期間】昭和46年度～昭和47年度 【代表者）田川

孝三 【分担者】 大谷森繁，長正統，北村秀人，河野六郎，末松保和，武田幸男，

中村完，森岡康

海外学術調査

【調査名】「イ ンド ・シ ッキム ・ブータン ・ネパールにおけるチベット文献の調査と収

集」 【担当者】榎一雄 【協力者】北村甫，児野寿満子，西義郎，山口瑞鳳 【期間］

昭和45年度（実施期間昭和45年9月27日～昭和46年2月11日）

【調査名】「インド ・シ ッキム ・ブータン ・ネパールにおけるチベッ ト文献の調査と収

集」 【担当者】北村甫 【協力者】金子良太， 川崎信定，祖南洋，山口瑞鳳 【期間］

昭和47年度（実施期間昭和47年10月1日～昭和48年3月16日）。

ii 一般調査研究

東亜考古学研究委員会

【資料の整理 ・分類】（1)梅原末治氏寄贈の東亜考古学資料中の日本関係資料の時代別

（先土器・縄文・弥生・古墳・歴史時代）分類，それらの諸項目（遺跡・遺物等）ごとの

整理目録作成のためのカード化。 (2)第3次分資料（昭和46年10月到着）中の日本関係

資料の第2次分資料への繰込み。

古代史研究委員会

【講読 ・研究】西周金文（西周金文辞大系）の講読，および，経学 ・言語学 ・考古学 ・

歴史学からの総合的研究。

暦代史（敦煙文献）研究委員会

【国内 ・国外に現存する西域出土古文献 ・古文書の所在調査，マイクロ ・フィ）レムに

よる収集，収集資料の公開，情報提供】(1)北京図書館所蔵敦煙文献（『敦煙却余録』の麗

字31から余字55まで。計7,749点）のマイクロ ・フ ィルム計86リー）レのうち，当文庫は，

すでに北京図書館との図書資料の交換の一つとして33リー）レを入手していたが，昭和

43年度に残りの53リー）レのコビー・フィルムを，榎一雄氏の努力によってケムブリッ

ジ大学図書館より入手し，その影印本を愛知学院大学，東京大学，霊友会，東北大学

などに提供した。 (2)パリ国立図書館所蔵ペリオ蒐集敦煙文献のうち，わが国の研究者

が個人的な形で注文将来されたもので，当文庫にマイク ロ・フ ィルム，或は焼付写真

のかたちで寄贈をうけたものは約715点である。それらには，大蔵経未収の仏典関係 ・

禅宗関係文献，道教文献，文学文献，碑文 ・伝記， 書簡，公文書，契約・寺院経済・
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社関係等文習が含まれている。個人別にみると，藤枝晃氏174点（写真），大淵忍溺氏

116点（写真），井ノ ロ泰淳氏62点（写真），池田温氏129点（マイクロ），石塚晴通氏234

点（マイクロ）となる。 (3)スタイン蒐集敦煙文献のうち，断片（屑）として未整理になっ

ていたものがあるが，そののち整理済みとなった文献 610点のマイク ロ・フィルムが

大英博物館より寄贈され，その焼付写真を作成した。 (4)石塚晴通氏よりレニングラー

ド東洋学研究所所蔵敦煙文献49点の焼付写真の寄贈をうけた。 【整理研究】昭和43年度

より45年度にかけて， 金岡照光氏が中心となりスタイン蒐集敦煙文献及びわが国に個

々人によって注文将来されたペリオ蒐集敦煙文献のうちから，文学関係文献を抽出

し，その整理研究を行った。 【出版】上記，整理研究の成果の一部は，金岡照光編『敦

煙出土文学文献分類目録附解説ースタイン本 ・ペリオ本一』（西域出土漢文文献分類

目録IV)として，昭和46年3月に刊行した。

宋代史研究委員会

【索引 ・文献目録等の作成 ・出版】（1)以前から作成中の宋人伝記索引の刊行，宋代史

年表南宋篇の完成（近刊予定）。（2）宋会要輯稿食貨の語梨索引ならびに事項の要約編成

（増補継続中），（3）宋代史研究文献目録I[および宋会要輯稿研究備要の作成（昭和44年

度。 45年度刊行）。（4）宋代史研究者名簿の作成。 【情報活動）宋代研究文献速報（季刊）

の発行。

明代史研究委員会

【調査 ・研究】(1)昭和43,-.,;46年度にわたって，明浩社会経済史語幽の釈義 ・考定の作

業をおこなった。 (2)昭和47年度から，3カ年の計画にもとづいて，前近代中国社会の

契約文書に関する調査 ・研究に着手した。 【講読】（1)昭和43,-.,;44年度にわたって， 「大

皓三編」「大詰武臣」「教民榜文」「大明令」「大明律」の講読・研究をおこなった。 (2)

昭和46年度以降，『緩寇紀略』を主として，明代農民起義に関する文献の講読 ・研究を

おこなっている。 【出版】昭和45年度に，山根幸夫編『日本現存明代地方志目録（増補

版）』を刊行した。

近代中国研究委員会

【出版】(1)『近代中国研究センター粟報』 (No.11,,..._,15) (2)『「解放日報」記事目録皿』

(3)『東洋文庫別置東ジア関係欧文図書目録』 (4)村松祐次『近代江南の租桟』 (5)『中国

関係図書目録（和文1957-1970)』 （6)『東洋文庫近代中国研究室中文図書目録皿』(7)山

本澄子『中国キ リスト教史研究』 【図書収集】中国文3,655点， 日本文 1,518点， 欧

文 1,570点，マイク ロ・ フィルム 349点。【研究】(1)日本の近代化過程に対する国際的

評価とその背景の研究。 (2)日本を中心とする近代東アジア国際関係の史的研究。 (3)明

- 11--



治以降の近代中国に関する日本人の視察報告書類の総合的解説。 (4)中国共産党資料の

書誌学的研究。

近代日本研究委員会

［研究）日本以外のアジア諸国における近代化の過程の検討，および，その成果と， 日

本の近代化の過程との比較考察。

本委員会は，また，近代日本語の形成に係わる諸要因の究明に主目標を置いて，．数

年来にわたって次のような活動をしてきた。

（研究】(1)東洋文庫蔵の古写本「史記桃源抄」の研究。 (2)東洋文庫蔵の古活字版「中

華若木詩抄」の研究。 【講読】「キリ、ンタン版ハビアン抄平家物語と百二十旬本平家物

語」(~71年）， 「吉利支丹御対治物語」等 (72年）．を講読した。 【出版】本委員会のメ

ンバーが中心となって， E.サトウの「会話篇」に続いて J.J.ホフマンの「日本語

文典」(68年），および J.C．ヘボンの「和英語林集成〔再版本〕」（69年）を刊行，東

洋文庫論叢のうち「天草版金句集の研究（吉田澄夫）」および「玉篇の研究（岡井慎

吾）」（共に69年）を複刊，岩崎文庫古板本の中から 「好色小柴垣」と「中華若木詩抄」

（共に70年），および 「天正十八年本節用集」 (71年）を複製出版した。 【資料収集】昭

和47年度の流動研究員（酒井憲二）の研究テーマに関連した字体関係の図書（「宋元

以来俗字譜」等）を若干収納した。

満州 ・蒙古（清代史）研究委員会

（研究 ・出版】(1)さきに刊行した『満文老楢 I-VII』（昭和30-38年）の原拠文書集で

ある『旧満洲櫂』（台北，民国58年）の研究を行い，昭和44-47年の間に 4回，台北の

故宮博物院を訪れて，原本と複製本を照合し，『満文老楢』に脱落している記事を含む

第 9冊の訳注を『旧満洲櫂天聰九年 I』を東洋文庫叢刊第十八として47年3月に刊

行した。 (2)『鍍紅旗福』の研究 ：昭和44年から，東洋文庫所蔵の鎖紅旗満洲都統街門

の楢案（主として満文）の整理に着手し，全2,_000余点のうち約半分の同治年間に至

る分を完了，そのうち最も年代の早い薙正年間のもの54点を訳文を添えて『鎖紅旗楢

狸正朝』として47年3月に刊行した。この事業には細谷良夫が参加した。 【講読 ・史

料収集】清初三朝（太祖，太宗，世祖）の実録の成立史の研究の一部として，『鍔遼碩

画』，『奏疏稿』（一名『天聰朝臣エ奏議』）など漠文史料の輪読を行い，田川孝三，阿南

惟敬，田中宏巳がこれに参加した。これと平行して『清太宗実録』諸本の収集を行い，

故宮博物院所蔵の順治本 1種，および康煕本4種のマイク ロ・ フィルムを入手した。

朝鮮研究委員会

【資料の調査 ・収集 ・整理】 (1)東洋文庫機関研究によって収集した内閣文庫 ・静嘉堂
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文庫 ・宮城県立図書館 ・西尾文庫 ・蓬左文庫などの所蔵する朝鮮本マイクロ ・フィ Jレ

ムによる目録の作成。 (2)法典関係文献の全般的調査，新資料『経国大典註解』の研究，

とくに18世紀以降における法制書の収集 ・整理。 (3)18世紀以降の民政関係資料および

野談小説類・言語関係資料の収集 ・整理。 【資料講読）『世宗実録』『経国大典』の講：

読（昭和45・ 46年度）。【研究】18,19世紀を中心とする股村地域社会の自治的組織の研

究。 【索引の作成】(1)『経国大典』の索引カードの作成。 (2)漢字によって標記された朝

鮮語梨索引の作成。

中央アジア ・イスラム研究委員会

【資料の収集 ・整理】(1)イスラム諸国の現地語文献，とくにトルコ共和国の諸図書館

所蔵のオスマン ・ト）レコ語のマイクロ ・フィルム化と整理。 (2)北アジア ・中央アジア

・イスラム史に関する ロシア語文献の購入と整理。 (4)ソ連発行のバック ・ナンバーの

マイ クロ・フィルム化と整理。 (4)東洋文庫所蔵のアラビア語 ・ト）レコ語本，およびイ

スラム関係図書の分類目録の編集（昭和 47年度。48年度に出版予定）。 【研究】(1)ト

｝レコ民族のイスラム化に関する研究。 (2)西アジア史におけるイスラム時代の意義の研

究。 (3)トルコと日本の「近代化」に関する比較研究。 (4)東京外国語大学アジア ・アフ

リカ言語文化研究所における『アルタイ学辞典』の編集への協力（昭和47年度以降）。

南方史研究委員会

【資料の収集】東南アジア ・インド関係の資料収集のための調査。 【研究】各委員の専

門分野の個別的研究。 【情報交換】他の研究機関 ・研究者との間の情報交換。

iii 特別調査研究

チベット研究委員会

チベット研究委員会は，昭和36年度にインドからチベット人研究協力者3名を招

聘，以来「チベット人との協同によるチベットの言語 ・歴史・宗教 ・社会の総合的研

究」を実施して来たが，昭和43年度から，その新たな展開を企図し，東洋文庫に対す

る文部省補助金によるチベット特別調査研究，研究題目：「チベットの歴史と文化の

系統」を開始した。同研究は10年計画で，対象とする時代を年度別に下記のように設

定。チベットの文化，社会の諸相について，周辺諸地域の文化，社会と比較しつつ，

その特質を明らかに しようとするものである。

昭和43~45年度：古代チベット (7世紀以前， 7～10世紀）

昭和46• 47年度：中世チベット (10~14世紀）

昭和48・ 49年度：近世チベット (15~17世紀）
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陀和50• 51年度 ：近代チベット (18• 19世紀）

昭和52年度：現代チベット (20世紀）

昭和43~47年度の主な研究内容，研究担当者は次のようである

I 古代チベット研究（昭和43~45年度）

【歴史班】山口瑞鳳 【言語班】北村甫，西義郎 （チベット人研究協力者】ソナム・

ギャツォ bsodnams rgya mtsho,ケッン・サンボ mkhasbtsun bzang po 

敦煽出土チベット文書（年代記），lhobrag chos'byung.「ホ タ仏教史」， bka'

thang sde lnga.「五部教勅」， 13世紀以後成立したチベット歴史書，中国歴史書等を

資料と して， 7世紀吐蕃王朝成立前後における王朝を形成した部族と周辺諸部族との

関係，吐蕃王朝の軍制の成立過程と軍制の内容，吐蕃王朝衰亡の過程について研究を

進め，敦煙出土チベット文書等の言語学的分析により古代チベ ット語再構成のための

基礎資料を整備した。

江 中世チベット研究（昭和46・ 47年度）

【歴史班】山口瑞鳳，金子良太 【宗教班】山口瑞鳳，川崎信定，立川武蔵 【言語

班】北村甫，星実千代 【チベット人研究協力者】ソナム ・ギャツォ， トゥ プテン

ダクク thubbstan zla grags. 

sa skya pa'i bka''bum.「サキャ派全書集成」，土観： thubmtha'. 「一切宗義」，

-rgya bod yig tshang.「中国 ・チベット史料集」，debdmar gsar ma.「新赤冊」

等を資料と して， 10~12世紀における寺院都市国家とチベット仏教諸宗派の成立過

程， 13~14世紀における元朝のチベッ トにおける支配権確立の過程， 元朝の衰退に伴

なうチベット国内情勢の変動， 14世紀後半に興隆したチベット仏教黄帽派と旧派との

関係等を明らかにし， ミラレパ mila ras paの mgur'bum「十万歌」を資料とし

て中世チベット語の特質を考察した。

I[ チベット文献の収集と整理

以上の諸研究および昭和48年以降に予定される研究に必要なチベット文献の収集と

整理を進めて来たが，昭和45,47年度には，文部省科学研究費（海外学術醐査）によ

り，チベット研究委員会のメンバーから成る東洋文庫チベッ ト文献調査隊（研究課

題 ：「インド ・シッキム ・ブータン ・ネパールにおけるチベット文献の調査と収集」）

を派遺し， sgrubthabs kun btus.「成就作法集成」，rgyudsde kun btus.「タン ト

ラ部集成」，同 ma汽lala,lam'bras.「道果」，rinchen gter mdzod「宝蔵」， kong

sprul gsung'bum.「コンボ活仏全集」，ボン教関係文献等多数のチベッ ト文献をマイ

クロ・フ ィルムに撮影するなどの手段により収集した。

昭和43~47年度における成果の刊行の主なものは次のようである。

The Complete Works of the Great Masters of the Sa skya Sect. Vol. 1,,...,,15, 

東洋文庫，昭和43~44。

-14-



Title-Index to the Complete Works of the Great Masters of the Sa skya Sect. 

東洋文庫，昭和45。

Catalogue of the Toyo Bunko Collection of Tibetan Works on History. 

東洋文庫，昭和45。

iv 研究委員会

研究部の研究事業を企画実施する研究委員会は， 5部門12研究委員会にわかれる。

昭和48年 3月31日現在，研究委員会の常任委員は以下のとおりである。

第 1部中国研究

東亜考古学：梅原末治，小山勲，関野雄，渡辺兼庸

古代史：宇都木章，河野六郎，後藤均平

唐代史（敦煙文献） ：菊池英夫，鈴木俊，竺沙雅章，土肥義和，藤枝晃

宋代史 ：青山定雄，草野靖，丹 ．喬二，中嶋敏

明代史 ：田中正俊，鶴見尚弘，山根幸夫

近代中国 ：市古宙三，田中正俊，坂野正高，村松祐次，山根幸夫

第 2部近代日本研究

近代日本 ：岩生成ー，田中時彦，鳥海靖

亀井孝，酒井憲二

第 3部東北アジア研究

満洲 ・蒙古（清代史） ：榎一雄，岡田英弘，神田信夫，松村潤

朝鮮：長正統，河野六郎，末松保和，田川孝三，森岡康

第 4部中央アジア ・イスラム ・チベット研究

中央アジア ・イスラム：榎一雄，後藤明，永田雄三，護雅夫

チベット：榎一雄，金子良太， 川崎信定，北村甫，ケッン ・サンボ，祖南洋，

山口瑞凰

第 5部インド ・東南アジア

南方史：荒松雄，生田 滋，岩生成一，榎一雄，辻直四郎，仲田浩三，三根

谷徹，山崎元一，山本達郎

2. 学術図書出版

A. 東洋文庫論叢

周藤吉之『宋代史研究』昭和44年 3月刊 A5判 748頁
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原田淑人『唐代の服飾』昭和45年 3月刊 B5判 336頁

辻 直四郎『現存ヤジュ｝レ ・ヴェーダ文献』昭和45年 3月刊 B5判 225頁

三根谷徹『越南漢字音の研究』昭和47年 3月刊 B5判 308頁

石田幹之助『東亜文化史叢考』昭和48年 3月刊 A5判 915頁

B. 東洋文庫欧文紀要

Memoirs of the Research Department of the Toyo Bunko 

No. 26 1968年刊 B5判 100頁

No. 27 1969年刊 B5判 166頁

No. 28 1970年刊 B5判 100頁

No. 29 1971年刊 B5判 84頁

No. 30 1972年刊 B5判 124頁

C. 東洋文庫諸目録

Classified Catalogue of Books on Central Asia in the Toyo Bunko. 

昭和43年5月刊 B5判 183頁

『藤井文庫目録』昭和44年 3月刊 B5判 78頁

『東洋学報総目録 （第 1巻～第50巻）附東洋協会調査部学術報告第 1冊』

昭和44年7月刊 A5判 145頁

A Classified Catalogue of Pamphlets Foreign Languages in the Toyo Bunko. 

昭和47年度刊 B5判 328頁

D. 財団法人東洋文庫書報

『財団法人東洋文庫書報第1号』昭和45年 3月刊 A5判 80頁

『財団法人東洋文庫書報第2号』 昭和46年 3月刊 A5判 80頁

『財団法人東洋文庫書報第3号』昭和47年 3月刊 A5判 80頁

『財団法人東洋文庫書報第4号』昭和48年 3月刊 A5判 94頁

E. 東洋文庫各種委員会刊行物

近代中国研究委員会

『「解放日報」記事目録JI[』昭和43年10月刊 B5判 439頁

『近代中国研究センタ ー彙報 No.11』昭和43年5月刊 B5判 32頁

『近代中国研究センタ ー彙報 No.12』昭和43年12月刊 B5判 40頁

『東洋文庫別置東アジア閃係欧文図書目録』昭和44年 3月刊 B5判 248頁

『近代中国研究センタ ー彙報 No.13』昭和44年 9月刊 B5判 32頁
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『近代中国研究センタ ー梨報 No.14』昭和45年8月刊 B5判 32頁

村松祐次『近代江南の租桟ー中国地主制の研究ー』昭和45年 8月刊 A5判 808頁

『中国関係図書目録（和文1957-1970)』昭和46年3月刊 B 5判 189頁

『東洋文庫近代中国研究室中文図書目録皿』 昭和46年8月刊 B5判 180頁

『近代中国研究センター況報 No.15』昭和46年10月刊 B5判 36頁

山本澄子『中国キリスト教史研究』昭和47年12月刊 A5判 400頁

宋史提要編簗協力委員会

『宋代研究文献目録皿』昭和45年刊 B5判 94頁

『宋会要研究備要（目録）』昭和45年刊 B5判 120頁

敦煙文献研究委員会

『西域出土漢文文献分類目録皿スタイン将来大英博物館蔵敦煙文献分類目録 道教

之部』昭和44年 3月刊 A5判 103頁

『西域出土漢文文献分類目録IV 敦煙出土漢文文学文献分類目録ース タイン ・ペリ

オ本一』昭和46年3月刊 B 5判 266頁

満蒙史研究委員会

『鎖紅旗楢一狸正朝一』昭和47年3月刊 B5判 122頁

チベット研究委員会

Catalogue of the Toyo Bunko Collection of Tibetan Works on History. 

昭和45年刊 B5判 259頁

チベット文献複製委員会

『サキャ派全書集成 Vol.1-15』自昭和43年至昭和44年 A5判 均420頁

Vol. 1 The Complete Works of Kun-dga'-snying-po. 

Vol. 2 The Complete Works of bsod-nams-rtse-mo. 

Vol. 3-4 The Complete Works of Grags-pa-rgyal-mtshan. 

Vol. 5 The Complete Works of Kun-dga'-rgyal-mtshan. 

Vol. 6-7 The Complete Works of bLo-gros-rgyal-mtshan ('Phags pa). 

Vol. 8 The Linguistic Works of Sa-bzang Ma-ti-pan chen, Rin-spungs-pa 

-Ngag-dbang'jig grags and Lo chen Ngag-dbang-chos-dpal. 

Vol. 9-10 The Complete Works of Ngor-chen Kun-dga'bzang-po. 

Vol. 11-15 The Complete Works of Kun-mkhyen bSod nams-seng-ge. 

『模範緬華大辞典』昭和45年 2月刊 A5判 682頁
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3. 講演会

昭和43年度

春期 （第217回～220回，「南蛮文化の伝来について」連続講演）

岡本良知 「南蛮風俗の伝来時期」 (5月8日），（5月15日），「障屏画としての南蛮

地図屏風の成立」 (5月22日）， （5月29日）

秋期 （第221回～224回）

泉靖一 「東京大学アンデス地帯学術調査団の十年」 (10月16日）

川喜田二郎 「チベット文明とヒンドウー文明の比較研究に ついて一前近代的文明

の諸問題ー」 (10月23日）

江上波夫 「東京大学イラク・イラン遺跡調査団の十年」 (10月30日）

樋口隆康 「京都大学イラン・アフガニスタン・パキスタン学術調査についてーク

シャン文化研究の国際的動向と京大の発掘ー」(11月6日）

特別講演 I. H. クレシ 「近代国家としてのパキスタンの誕生」 (10月25日）

W.N.ブラウン “The Power of Truth in Ancient Indian Belief" (2月28日）

昭和44年度

春期 （第225回～229回，「東西文化の交渉ー近代日本と大陸文化ー」）

窪徳忠 「道教と日本の庚申信仰」(5月7日）

麻生磯次 「江戸文学と中国文学」 (5月14日）

阿部吉雄 「日本新儒学の発達と朝鮮との関係」 (5月21日）

吉田光邦 「陶磁の技術とデザイン一日本の受け入れたもの一」 (5月28日）

蓮見重康 「日本の水墨両に与えた中国の影懇」 (6月4日）

秋期 （第230回～233回，「アジアとヨーロッパーその思想的交流ー」）

伊東俊太郎 「アリストテレスと東洋一特に日本との関係について一」 (10月22日）

松井 透 「近代西欧のアジア観について」 (10月29日）

平川祐弘 「西洋人が見た明朝ジナの試験制度」 (11月5日）

玉城康四郎 「西洋思想に対する仏教の特徴」 (11月12日）

特別講演 梅原末治 「欧亜大陸北部を通じての東西文化交流」 (10月31日）

昭和45年度

春期 （第234回～237回）

梅原末治 「殷王朝の墓制」 (5月20日）

愛宕松男 「唐宋の間，磁器産業の成立」 (5月27日）

板野長八 「漢儒と道家の思想」 (6月3日）
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旗田 魏「朝鮮の郡県制度」(6月10日）

秋期 （第238回～241回）

尾藤正英 「歴史思想における中国と日本一 「大日本史」編簗の思想的背景ー」(10

月7日）

頼 惟勤 「江戸儒学における説文段注」 (10月14日）

相良亨 「日本儒学の特色」(10月21日）

梅原末治 「日本の史前時代における中国文化の波及」(10月28日）

昭和46年度

春期（第242回～246回）

梅原末治 「上古畿内の状態と邪馬台国問題」(5月19日）

山田忠雄 「三代の校訂ー和字正濫紗の場合一」 (5月26日）

榎 一雄 「モリ ソン文書について」 (6月2日）

中島 敏 「慶元条法事類について」(6月9日）

田川孝三 「李氏朝鮮と出版文化」 (6月16日）

秋期 （第247回～250回）

飯島 茂 「タイ国北部の山地民の生活ーカレン族を中心に一」(10月6日）

光島 督 「ヒマラヤの僧院生活」(10月13日）

西川一三 「チベッ トの僧院生活」 (10月20日） ， 

石井米雄 「タイの僧院生活」(10月27日）

特別講演 サー・ ハロルド＝ベイレイ “Trendsof Iranian Studies in Europe and 

America" (4月2日）

梅原末治 「上古における日韓の文化交流」 (10月15日）

昭和47年度

春期 （第251回～254回）

池田 温 「中国古代券 ・契の諸相ー トウ）レファン出土文書を中心として一」(5月

17日）

山本達郎 「中国均田制の実施状況一敦煙文書にもとづいて一」(5月24日）

井ノロ泰淳 「中央アジア出土の仏典の種々相」 (5月31日）

西村元佑 「中国均田制の問題点ー吐魯番 ・敦煙出土文書を中心として一」(6月7日）

秋期 （第255回～258回）

田川孝三 「朝鮮李朝の地域社会について」 (10月24日）

亀井孝 「中華若木抄について」 (10月31日）

天野元之助 「中国農業の史的展開」 (11月7日）

中山八郎 「中国明初の儒臣ー特に劉基を中心として一」 (11月14日）
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4. 研究会

昭和43年度

劉子健 「南宋政治新探一官僚化した独裁絶対君主，官僚主義お よび農民起義ー」l

(4月13日）

竺沙雅章 「東洋文庫所蔵三朝本『魏書』について」 (5月18日）

土肥義和 「唐の戸令及び田令に関する若干の考察ー現存敦煙戸籍の整理を中心と

して一」 (6月22日）

G. ハザイ 「ハンガリーにおける東洋学研究ーと くに 卜）レコ学について一」 (9月i

9日）

村松祐次 「魚鱗冊について」 (9月21日）

池田 温 「盛唐の集賢院」 (11月30日）

西 義郎 「ピュー（膿）に関する最近の論文」(21月21日）

亀井孝 「古代日本語のサ行音をめぐ って」 (2月22日）

鶴見尚弘 「国立国会図書館所蔵康熙15年丈量の長洲県魚鱗冊に関する一考察」(3

月22日）

昭和44年度

山口瑞鳳 「女国と東女国」(4月26日）

金子良太 「張金山燃燈文について」 (6月28日）

大谷森繁 「洪万宗とその文学一李朝文人の性格について一」 (9月27日）

梅原末治 「梅原考古資料について」 (10月28日）

岩崎富久男 「中国の教育革命について」 (1月31日）

w.サイモン “Somelinguistic problems in the study of Tibetan" (2月17日）

船越泰次 「両税法成立に関する性格論と原則論」 (2月28日）

昭和45年度

永田雄三 「卜）レコ近代史に関する一考察ー特にアーヤー ンをめぐって一」

(4月25日）

長 正統 「路浮税について一釜山倭館倭債の一考察ー」 (7月18日）

徐先亮 「隋倭国交の問題点について」 (10月17日）

梅原末治 「敦煙石室調査の由来とその出土品の所在について」 (10月27日）

渡辺紘良 「宋代奴僕労働の形成ー特に収養について一」 (11月14日）

菊池英夫 「入唐求法僧将来唐代古文書について一円珍文書を中心に一」(12月12日）

昭和46年度

久村 因 「華陽国志の板本について」 (4月24日）
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サー・ハロルド＝ベイレイ “Expansion of Indian Culture into Central Asia" 

(4月30日）東方学会共催

松村潤 「清朝の開国説話について」(6月19日）

アーネスト＝ヤング 「アメリカにおける最近の中国研究」 (7月3日）

ヨーゼフ＝クライナー 「ウィーンにおける日本研究」(9月10日）

梅原末治 「東洋文庫へ寄贈せる梅原考古資料について」 (10月16日）

ジャック ＝ジェルネ 「フランス中国学の現状と動向」 (11月11日）東方学会共催

川崎信定 「チベット訳仏典にみられるインド教思想断片一清弁述『タルカジヴァ

ーラー』第 9章一」 (12月21日）

神田信夫 「満洲国号考」 (1月22日）

昭和47年度

草野 靖 「宋代古田村落における農民家産の零細化とこれに伴うニ ・三の問題」

(7月1日）

小山皓一郎 「アヒについて一中世アナトリアの都市商工ギ｝レドー」 (10月11日）

J. K.フェアバンク 「アメリカにおける中国および中国研究について」(11月22日）
トーマス＝テイロ 「ドイツ民主共和国科学アカデミ ー古代史考古学中央研究所に

おけるアジア研究の現状」 (1月23日）

北村 甫 「イン ド・ネパールにおけるチベット文献の調査 ・収集」(2月3日）

5. 研究者養成

昭和43年度

【イスラ ム研究】後藤 明「マホメット時代のアラブ社会の考察」 （ビルマ研究】西

義郎「ビルマ語の研究」

昭和44年度

【イ スラム研究】後藤 明「マホメット時代のアラブ社会の考察」 【チベット研究】

金子良太「西域出土チベット文献の研究」

昭和45年度

【朝鮮研究】長 正統「李朝後期の日鮮貿易史」 【チベット研究】川崎信定 「チベ

ット仏教古派資料の研究」 【ト ルコ研究】永田雄三「トルコの近代化に関する社会経

済史的研究」

昭和46年度

【朝鮮研究】長 正統 「李朝後期の日鮮貿易史」 【チベット研究】川崎信定「チベ
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ット仏教古派資料の研究」 【中国研究】渡辺紘良「宋代地主制の研究」

昭和47年度

【朝鮮研究】長 正統「李朝後期の日鮮貿易史」 【チベット研究】川崎信定「チベッ

ト仏教古派資料の研究」 【中国研究】二瓶幸子「アティーシャ著『菩提前燈論』の研

究」 (4.1~6.30)，土肥祐子「宋代における市舶制度の展開」 (10.1~3.31)．

6. 国内 ・国外研究者への便宜供与

日本学術振興会流動研究員 ・奨励研究員

昭和43年度

【流動研究員】池田 温（北海道大学助教授） 〔課題〕「敦煙文献に基づく中国文化

の総合的研究」。

昭和44年度

【流動研究員】大谷森繁（天理大学助教授） 〔課題〕 「東洋文庫所蔵朝鮮古文献によ

る史学 ・文学 ・語学の総合的研究」 【外国流動研究員】WalterSimon（ロンドン

大学名誉教授） 〔課題〕 「チベットの歴史と文化の系統」（期間： 45.2. 1,-..,4, 14)【外

国人奨励研究員】Gi.il9inCandarlioglu（イスタンブール大学助手） 〔課題〕「20世

紀におけるトルコ・ 日本 ・中国関係史」（期間 ：44.10. 1,-..,45_ 9. 30) 

昭和45年度

【流動研究員】久村 因（名古屋大学教授） 〔課題〕「中国歴代地理書の総合的~

究」， 鶴見尚弘（山梨県立女子短期大学助教授） 〔課題〕「宋代以降中国農村社会経

済の研究」， 【奨励研究員】渡辺紘良〔課題〕「中国中世社会構造の研究ー特に宋代よ

における農民逃亡に関連して一」 【外国人流動研究員】HaroldWaller Bailey（ケ

ンブリッジ大学名誉教授） 〔課題〕「インド ・イラン文献学」（期間： 46.3. 27,,.._,5_ 7) 

昭和46年度

【流動研究員】重田 徳（大阪市立大学助教授）〔課題〕「郷紳の研究」

昭和47年度

【流動研究員】草野 靖（熊本大学助教授）〔課題〕 「宋代政治経済史の体系的研究」I

酒井憲二（山梨県立女子短期大学助教授）〔課題〕 「本邦における漠字，なかんずく

異体字の歴史的研究」 【奨励研究員】小山皓一郎〔課題〕「オスマン朝初期の年代．

記とくにアシク ・パシャ ・サーデ・ ターリヒの研究」
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国外研究者

昭和43年度

閲斗基 （崇実大学校教授），李承旭（植国大学校副教授），関柄基 （高麗大学校亜
細亜問題研究所日本研究部門科長），雀鶴根 （ソウル大学校副教授 44年度まで），
George Weys（ロンドン大学 44年度まで）。

昭和44年度

曹永和（国立台湾大学図書館職員 45年度まで）。

昭和45年度

姜信坑（成均館大学校副教授），鄭良婉（ソウル大学校教養課程部講師），金容九
（ソウル大学校文理科大学講師 46年度まで）。

昭和46年度

宋敏（聖心女子大学校副教授 47年度まで）。

昭和47年度

金栄禎（梨花女子大学大学院長），李男徳 （梨花女子大学教授文学博士）， 沈雲龍
（中央研究院近代史研究所兼任研究員），成百仁（明知大学副教授），金文経 （崇田
大学校副教授），対鳳翰（中央研究院近代研究所）， 陳存恭（中央研究院近代史研究
所），K.P. K. Whitaker（ロ ンドン大学）．

7. 職員の研究業績

略号 ：①…著書②…編書③・・・論文④・・・学界動向⑤…書評 ・紹介

⑥…翻訳⑦ • • • 講演 ・ 研究発表⑧..•そ の他（評論 ・ 雑記 ・ 座談会等）

青山定雄 【昭和44年度】①『唐宋時代の交通と地誌地図の研究』（再版，吉川弘文館
1969年8月，617頁）。 【昭和46年度】⑦ “TheNew Bureawcrat of the Sung Dy-
nasty with special reference to family" (Sung II Conference, Feldafing on the 
Starnbergersee, Germany, 28 Aug.,..._, 3 Sep. 1971)。

生田 滋 【昭和43年度】③「東南アジア研究における歴史学の役割」（東洋文化45,
56~70頁，1968年），「東南アジアにおけるイスラム」（『世界歴史ヽ ンリ ーズ』 9' イ
スラムの世界 96~101頁，世界文化社， 1968年）。 【昭和44年度】③「ポル トガ｝レ
とインド洋」（『世界史 ンヽリーズ』 14,大探検時代，177~187頁，世界文化社，1969-

年），「マラ ッカから香料群島へ」（同上， 188~193頁），「フランスのインドシナ半島
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支配」（『世界歴史シ リーズ』 19,植民地時代， 160,....,165頁，世界文化社， 1969年），

「ゴア・マラ ッカ・マカオ」（『世界の旅』6，大航海と新大陸， 173,....,180頁，小学館，

1969年）， 「マラ ッカ王国における国家権力形成の過程 ・史料批判の一試論」（山本達

郎編『東南アジアにおける権力構造の史的考察』，256,....,286頁，竹内書店， 1969年），

⑥ 「ヘンドリック ・ハメル著『朝鮮幽囚記』」（「東洋文庫」 132, 平凡社， 1969年，

252頁）。 【昭和45年度】③「鄭和の南海遠征」（『日本と世界の歴史』 12, 15世紀，

244,....,249頁，学習研究社， 1970年），「大航海時代の東アジア」（榎一雄編『東亜文明

の交流』 5'西欧文明と東アジア， 19,....,144頁，平凡社， 1970年），⑧「シンポジウ

ム・東南アジアの文化」（梅悼忠夫，石井米雄，中村孝志と対談，エナジー26, 1~ 

21頁 1970年） （梅綽忠夫編『論集 ・日本の文化』講談社新書に再録）。 【昭和47年

度】 ⑤「J.レッグ著『スカルノ ・政治的評伝』」（東洋学報 55-2, 101,....,107頁，

1972年），⑦「エ レミヤス ・ファン ・フリート著『シャム王国の過去に関する短い

記述』について」（史学会第70回大会東洋史部会， 1972年11月12日，要旨， 史学雑誌

81-12, 90頁， 1972年）。

市古宙三【昭和46年度】① 『近代中国の政治と社会』（東京大学出版会， 1971年10

月， 506頁）。【昭和47年度】 ⑥「J.K.フェアバンク著『中国』上・下」（東京大学

出版会， 1972年9月， 244頁， 539頁）。

岩生成ー【昭和43年度】⑥「 リンスホ ーテ ン著『東方案内記』」（『大航海時代叢書』

VIII,岩波書店， 1968年 9月）。【昭和44年度】③「ジャカルタ文書館の公証人役

場文書について」（日本古文書学2, 1,_,18頁， 1969年3月），「オランダ史料から見

た江戸時代初期西洋医学の発達」（日本学士院紀要26, 157,....,173頁， 1969年11月）。

【昭和45年度】③ 「長崎出身ジャカルタ移住日本人村上武左衛門の遺言状」（法政

史学22, 1,....,13頁， 1970年3月）， “JapaneseEmigrants in Batavia during the 17 

th Century" (Acta Asiatica Vol. 18, pp. 1,....,25, Sep. 1970), 「オランダ ・イ

ギリス両国人の初期探険航海とその研究資料」（『大航海時代叢書』別巻，岩波書店，

173,....,205頁， 1970年10月）。 【昭和46年度】③ “Culturaland Commercial Rela-

tions between Japan and the Netherlands in the Tokugawa Period"（蘭学と日

本文化， 30~38頁， 1971年3月）。 【昭和47年度】③「史伝ジャカタラお春」（日蘭

協会講演，1～14頁， 1972年10月），「日本南方往復書翰（補遺）」（南方史学1,62,....,85 

頁， 1972年11月），「ツューンベリ ー研究資料（補遺）」（『東方学会創立二十五周年東

方学論集』 67~78頁， 1972年12月），⑥『ヤーリ ス日本渡航記 ・ウィルマン日本滞

在記』（村川堅固 ・尾崎 義訳，岩生校訂， 1972年2月）。

宇都木 章 【昭和44年度】⑤「春秋時代の宋の責族」（古代学16-1,44,....,55頁，古代学

協会， 1969年8月），⑧ 「周の封建制」（『日本と世界の歴史』 3' 古代， 72,_,77頁，
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学習研究社， 1969年12月），「春秋資族の活動」（同上90~93頁），③ 「郊の七穆」

（『中国古代史研究』 3,87,.._,111頁，吉川弘文館，1969年11月），「墨子の大人につ

いて」 （青山史学創刊号，46~58頁，青山学院大学史学科研究室，1970年3月）t‘

【昭和47年度】③ 「斉の桓公の即位と宮国」（『山本博士還暦記念束洋史論叢』，51

~67頁 山川出版，1972年12月）。

梅原末治 【昭和43年度】 ①『宮崎県古跡調査報告』 10（浜田博士共著，宮崎県刊），

③ 「戦国時代の古鏡」（故宮季刊2-4, 中華民国刊），「上古の蝉形珠玉の新資料」

（史林51-2),「戦国時代の銀錯鉄壺，魏晋時代の龍虎蓮華紋銅壺 と金造耳飾」（『慶

祝蒋復瑶七十七論文集』及故宮季刊3-3), 「新たに知られた二面の螺細鏡」（史迩

と美術39-1),「押出し釈迦誕生磨耶夫人為女女像」（史迩と美術38-9)。【昭和45年度】

①『持田古墳群』（宮崎県教育委員会刊行）， ③ 「新知見の南都西大寺出土と伝える

貼銀背海獣葡萄鏡附鹿紐雲龍紋蓮花形鏡」（史迩と美術39-4)。 【昭和45年度】③

「史前の決状耳飾についての所見」 （『小葉田教授退官記念国史論集』），「奈良時代の

ニ・三の芸術工芸品一葡萄紋長頸壺と玉石器ー」（史迩と美術39-6), 「上古の禽獣魚

形勾玉ー補説附史前の大珠について」（史学42-1),「福岡県山鹿貝塚出土の鰹節形

大珠」（九州考古学37), 「九州における中国史前の黒陶系の土器」（史林52-2), 「戦

国韓国における仏塔舎利具の諸相」（史迩と美術29-9)。 【昭和46年度】①『新修泉

屋清貨』（泉屋博古館刊），③ 「山城大枝の奈良時代の古蓋」（史迩と美術41-8)，「中

国古銅器通論」（『慶祝王世悉先生八十歳論集』 中央研究院歴史語言研究所集刊）。

【昭和47年度】①『日本古玉器雑孜』（吉川弘文館刊），⑤ 「肥後江田船山古墳と筑

後岩戸山に遺存の石造品」（史迩と美術43-1),「縄文式時代における高度の青銅文

化の伝播」（『東方学会創立二十五周年記念東方学論集』）。

榎 一雄 【昭和43年度】③ 「月氏の副王謝ークシャン王朝年代論に対する一臆説ー」

（オリエント10-3• 4, 1,.._,15頁），‘＇Hsieh謝，Fu-Wang副王 orWang王 ofthe 

Yi.ieh-shih. A Contribution to the Chronology of the Kushans." (Memoirs of 

the Research Department of the Toyo Bunko, No. 26, pp. 1,.._,3),「ある中国知

識人の生涯一容閃と厳復との場合ー」 （「日本をみつめるために」日本女子大学教養

特別講義3集，313~338頁），「ある中国知識人の生涯一容閏 と厳復 との場合ー」

（日本女子大通信238号，2～13頁），⑧ 「藤芳義男著『倭日の国一邪馬台女王国の解

明』序文」（東京桃源社刊， 桃源選書），「桑原博士と東洋学」（桑原隙蔵全集月報5,7

~9頁），「盗作の問題」 （あかれんが30号，1～3頁）。 【昭和44年度】① 「標準高等

世界史〈B〉改訂版」（堀米庸三と共著，講談社，307頁），② 「同上指迎資料」（監修，

講談社，507頁） ③「梁職貢図の流伝について」（『鎌田博士還暦記念論文集』，132~

146頁），「その後の邪馬台国」（国学院日本文化研究所紀要23輯，169~184頁），“On
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the Date of the Kidarites (1)" (Memoirs of the Research Department of the 

Toyo Bunko, No. 27, pp. 1,.._,26, Addenda et Corrigenda pp. 1,....,,2), "El Intercam-

bio cultural de Asia" (Asia. Anuario. Centro de Estudios Orientales. Primera 

edici6n 1968, pp. 9,.._,24)，⑤ 「メキシコの東洋学研究の二雑誌」（東洋学報52-3,

125,....,,135頁），⑧ 「マ ック リーヴェ氏の訃」（東洋学報52-2, 127,....,,134頁），「蘇峯記

念館の設立に寄せて」（晩晴5,23,....,,25頁），「東洋現代史雑感 1・ 2 (G. E.モリソ

ンの紹介）」（月刊教育18-22, 1~2, 7頁，月刊教育18-25, 1~3頁），「東洋文庫

と丸善」（学鐙66-1,丸善創業 100年記念特集号， 138,....,,147頁）。 （昭和45年度】①

『邪馬台国』（増補版，東京至文堂，246頁），⑤「梁職貢図に関する攻婢集の記事に

ついて」（オリエント 11-1• 2, 31,....,,32頁），“TheLiang chih-kung-t'u on the ori-

gin and migration of the Hua or Ephthalites." (The Journal of the Oriental 

Society of Australia, Vol. 7, Nos. 1 & 2, pp. 37,....,,45), "On the Date of the 

Kidarites (2)" (Memoirs of the Research Depratment of the Toyo Bunko, No. 28, 

pp. 13,....,,38)。 【昭和46年度】③「中央アジア ・オアシス都市国家の性格」（『岩波講

座・世界歴史』 6, 327~358頁），「ミッチェ）レ図書館所蔵のモリソン文書について」

（東洋文庫書報2, 1,.._,36頁），⑧「一種の公害」（自由12, 114頁），「日本人の海外

紀行文の傑作ー入唐求法巡礼行記ー」 (Energy8-1, p. 43), 「オーストラリアの東

洋学研究とモリソン文書」（東方学会報19,4~5頁），「フ）レフォードのこと」（毎日

新聞夕刊2月16日），「社会の健康と個人の健康」（健康1971年12月， 2-3頁）， 「大

雁西域記の新訳に寄せて」（中国古典文学大系月報48, 1,.._, 3頁），「財団法人東洋

文庫理事長細川護立氏に対する弔辞『老松町の殿様』」（石田茂作編，法隆寺刊）。 【昭

和47年度】③「プトレマイオスに見えるイセドーネス民族について」（『山本博士還

暦記念東洋史論叢』， 69~80頁），「日本国家成立に関する記紀の信憑性」（高等裁判

所昭和45年（行）コ第53号鑑定書， 101頁），「日本国家成立に関する記紀の信憑性に

関する鑑定書」（教育委員会月報264, 110,....,,158頁），「日本国家成立に関する記紀の

憑性一家永教科書裁判における鑑定書一」（神道史研究20-3,2,.._,61頁）， “Tsung-le's

Mission to the Western Regions in 1378,....,,1382" (Oriens Extremus, 19, Jahrgang, 

Heft 1, S. 47-53),「イ専安の西域奉使について」（『東方学会創立25周年記念東方学論

信集』 189~200頁）， “Surla date des Kidarites"(Nichifutsu Bunka.日仏文化 No.

28 Revue de Collaboration Culturelle Franco-Japonaise. pp. 45,.._,57), 「モリソン

文書について」 (UP5: 1973.3.5, 12,....,,18頁），「サンタエリアのスペイン語訳マ）レ

コ・ボーロ (1518年刊）について」（クラーシカ・ヤボニカ 第3次東西交渉史関係

古書複印の広告文，雄松堂刊）， ⑤「T.E. ロレンス著 『知恵の七柱』」 （読書人

922), 「本との出会い」（毎日新聞 9月11日），⑦「東洋史上より見たる古代日本

ー教科書裁判における鑑定書ー」（教育月報115,2~5頁，同116,2~4頁），⑧「『山
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本博士還暦記念東洋史論叢』序文」，「永井義憲著『大宇宙の興茫は此一害にあり』

序文」（久保田氏刊， 10月），「続社会の健康と個人の健康」（健康，38~39頁，1972

年11月），「新しい年をこう考える」（月刊教育22-1, 1,...,,2, 5頁），「濫授褒章時代J

（大法輪40-1, 36頁）。

岡田英弘 （昭和43年度】④「第5回野尻湖ク リルタ イ」（アジア・ アフ リカ 言語文化

研究2'東京外大 AA研，1969年3月，7頁），⑧ 「永楽帝の母」（朝日新聞1968

年5月 10日夕刊）。 【昭和 44年度】④ 「第6回野尻湖ク リルタ イ」 （アジア・アフ

リカ言語文化研究3'東京外大AA研，1970年3月，7頁）。 【昭和45年度】③ 「チ

ンギス ・ハーン崇拝とモンゴル文学」（歴史と地理182,山川出版社，2頁），「北元

奉祀聖母璃利亜孜」（国立政治大学辺政研究所年報1' 国立政治大学，1970年，7

頁），⑧「邪馬台国は中国の一部だった」（諸君．／ 2-9, 文芸春秋社， 1970年9

月，11頁），「採生折割の話」（中国古典文学大系月報39, 平凡社，3頁），【昭和46年

度】③ 「清太宗継位考実」（故宮文献3-2, 国立故宮博物院，1972年3月，7頁），

「王陽明の場合」（諸君．／ 3-4, 文芸春秋社， 1971年4月，4頁），「一華僑から日

本人へ」（諸君．／ 3-9,文芸春秋社，1971年9月，8頁），「周恩来 その虚像と実

像」（諸君．／ 3-10,文芸春秋社， 1971年10月，10頁），「嵐の 中の中華民国」（諸

君．／ 3-11,文芸春秋社， 1971年11月，20頁），「中国を解く鍵人民解放軍」（諸

君．／ 3-12,文芸春秋社， 1971年12月， 9頁），「毛沢東の冒険」（諸君．／ 4-1，文芸

春秋社，1972年1月，23頁），「毛沢東 ついに林彪に勝つ」 （世界経済27-1,世界経

済調査会，1972年1月，8頁），「女性的日本人への答告」（諸君．／ 4-3,文芸春秋

社，1972年3月，6頁）。 【昭和47年度】R "The Secret History of the Mongols, 

a pseudo-historical novel"（アジア・アフリ カ言語文化研究5,AA研，1972年8

月，7頁），“OuterMongolia in the sixteenth and seventeenth centuries."（同

上，17頁），「清の太宗嗣立の事情」（『山本博士還暦記念東洋史論叢』，山川出版社，

1972年10月，11頁），④ 「第4回東亜アルタイ学会」（創文109,創文社， 1972年6

月，6頁），⑧ 「かく して北京は屈服した」 （諸君．／ 4-5,文芸春秋社，1972年5

月，16頁），「蒋経国氏が言い残したこと」（文芸春秋50-14, 1972年11月，6頁）。

長 正統 【昭和43年度】②『幕末における対馬と英露』（日野清三郎著，東京大学出

版会，1968年12月，344頁），③ 「武家政権と朝鮮王国」（井上秀雄 ・上田正昭共編

『日本と朝鮮の二千年I』,209,-.,,247頁，太平出版社， 1969年2月），⑧ 「中世日鮮貿

易史研究についての一感想」（朝鮮史研究会々報20, 11,...,,12頁，朝鮮史研究会，1968

年5月）。 【昭和45年度】③ 「粛宗癸亥制札の第二条についての一考察」（『朴元杓先

生回甲記念 ・釜山史研究論叢』，59~74頁，韓国釜山， 1970年11月），「路浮税考」

（朝鮮学報58輯，1～20頁，朝鮮学会，1971年1月），⑤ 「金柄夏著『李朝前期対日
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貿易史研究』」（朝鮮学報55輯，83~85頁，朝鮮学会，1970年4月）。 【昭和46年度】

②『セミナー 日本と朝鮮の歴史』（井上秀雄 ・秋定嘉和共編著，120,....,,139頁，164~

165頁，182~191頁，東出版社， 1972年1月），⑤ 「韓国日本問題研究会編『朝鮮外

交事務書』」（東洋学報54-1, 109~113頁， 1971年6月），「田鳳徳著 ・渡辺学 ・李丙

誅訳『李朝法制史』」（史学雑誌80-9, 76,....,,83頁，1971年9月）。

亀井 孝 【昭和46年度】①『日本語学のために』論文集第 1 （吉川弘文館，1971年6

月）。

川崎信定（昭和45年度】⑦「ダラムサーラ とその周辺」（第18回 日本西蔵学会大会，

1970年12月6日，於大谷大学）。 【昭和46年度】④ 「1970年の歴史学界一回顧と展

望（チベッ ト学）」 （史学雑誌80-5,253-255頁，1971年5月），⑤「レッシング ・ウ

ェイマ ン共訳『ケェト フ゜ジ エ• 仏教タン トラ 概説』」 （東洋学報54-3, 124,....,,127頁

1971年12月），⑦「チベッ ト訳仏典にみられるインド思想断片一清弁造 ・『タルカジ

ヴァーラー』第 9章ー」 （東洋文庫談話会，1971年12月21日）。 【昭和47年度】③

「チベッ ト仏教の展開」 （東洋学術研究12-1,55,....,,69頁，昭和48年春季号），④「1971

年の歴史学界一回顧と展望ー （チベッ ト学）」（史学雑誌81-5,247,....,,249頁，1972年

5月）。

神田信夫 【昭和43年度】 ①『紫禁城の栄光』（松村潤 • 岡田英弘共著 「大世界史」 11,

文芸春秋，1968年4月，349頁） ③ “Present State of Preservation of Manchu 

Literature" (Memoires of the Research Department of the Toyo Bunko 26, 

pp.63,....,,95，東洋文庫， 1968年），⑤「博宗想著『清代軍機処組織及職掌之研究』」（東

洋学報51-2,68,....,,72頁東洋学術協会，1968年9月），⑦「台湾現存満文史料一満文原

楷を中心に一」 （北海道大学東洋史談話会，1968年9月21日），「アジア史の再検討」

（アジア文化研究会，1968年12月14日），⑧「清朝史への熱意に感嘆」（朝日新聞「研

究ノ ート」， 1968年5月14日夕刊），「大帝康煕」(NHKラジオ学校放送高等学校昭

和43年度2学期，32頁，日本放送出版協会，1968年9月）。 【昭和44年度】②『白

鳥庫吉全集』 3（岩波書店， 1970年3月，882頁），⑦ “ShenCh'i-liang and his 

works on the Manchu Language" (The Third East Asian Altaistic Conference, 

Taipei, 20 Aug. 1969)，⑧ 「征服王朝一薙正帝ー」 (NHKラジオ学校放送高等学

校昭和44年度2学期，日本放送出版協会，1969年 9月），「康熙帝と乾隆帝」（東京新

聞サンデー版 「世界の歴史」1970年2月 1日）。 【昭和45年度】②『白鳥庫吉全集』

5 （岩波書店，1970年9月， 521頁），③ ‘'Shen Ch'i-liang and his works on the 

Manchu Language" (Proceedings of the third East Asian Altaistic Conference 

pp. 129,....,,143 Taipei, April 1970) ， ⑤ 「故宮文献第一巻第一期 • 第二期」（東洋学

報53-1,83,....,,86頁，1970年6月），⑧ 「17世紀のアジア」 （『日本と世界の歴史』 14,
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217,.._,223頁 学習研究社，1970年10月）， 「満州朝廷北京に入る」（『日本と世界の

歴史』 14,242,.._,247頁， 学習研究社， 1970年10月），「百二十老人語録のことどもJ

（岩波講座 ・世界歴史月報21, 4~6頁， 1971年1月）。 【昭和46年度】③ 「旧満洲

楢と天聰九年楷について」 「東洋文庫書報3, 1,.._,12頁，1972年3月），⑤ 「佐々木

正哉著『清末の秘密結社（前篇）』」（駿台史学30, 178,.._,182頁，駿台史学会，1972:

年3月），⑥「勿吉 ・誅輻伝（魏書 ・隋書 ・北史 ・旧唐書 ・新唐書）」（『騎馬民族史I

・正史北秋伝』，341,.._,363頁，平凡社， 1971年10月），『旧満洲楷天聰九年I』（松村

瀾 ・岡田英弘共訳註，東洋文庫， 1972年3月， 161頁），『鎖紅旗楢ー薙正朝ー』（松

村潤 ・岡田英弘 ・細谷良夫共編 ・訳註，東洋文庫，1972年3月， 119頁），“TheRole 

of San-fan in the Local Politics of Early Ch'ing" (The Conference on Local 

Control and Social Protest during the Ch'ing Period, Honolulu, 28 June 1971) 

"The National Name'Manju"'(The Fourth East Asian Altaistic Conference,. 

Taipei 29 Dec. 1971), 「満洲国号考」（東洋文庫談話会， 1972年1月22日）。 【昭

和47年度】③ 「満洲 (Manju)国号考」（『山本博士還暦記念東洋史論叢』， 155,.._,166, 

頁，山川出版社， 1972年10月），「清朝の国史列伝と弐臣伝」（『東方学会創立二十五

周年記念東方学論集』， 275,.._,291頁，東方学会， 1972年12月），⑦「アメリカの大学・

図書館等を見学して」（全国図書館大会大学図書館部会， 1972年11月30日）。

菊池英夫 【昭和43年度】 ③「太湖周辺の旧地主庄園 • その三」（山梨大学教育学部研

究報告19, 1~10頁， 1969年3月），④ 「1967年の歴史学界一回顧と展望ー東洋史 ・

中国・隋唐」（史学雑誌77-5,213,.._,221頁， 1968年5月），⑧「路傍の遺跡（唐末五代

宋）」（「大世界史」 8付録，旅，6～8頁，文芸春秋社， 1968年4月）。（昭和44年度】，

③「西域出土文書を通じてみたる唐玄宗時代における府兵制の運用（上 ・下）」（東洋

学報52-3,22,.._,53頁，同52-4, 52,.._,101頁， 1969年12月，1970年3月），「南朝田制

に関する一考察一唐田令体系との関連において一」 （山梨大学教育学部紀要4, 1~ 

44頁， 1970年3月）， 「太湖周辺の旧地主庄園 • その四」（山梨大学教育学部研究報

告20, 50~58頁 1970年3月），④「五代 ・宋代史研究 (1963,.._,67)」（『日本におけ

る歴史学の発達と現状皿』 第二部東洋史第 1章中国 w-1，第 13回国際歴史学会議

（モスクワ）提出報告書（日 ・英文），国際歴史学会議日本国内委員会編，321~326

頁， 332~338頁，東大出版会， 1969年 9月），「史学革命」（『講座現代中国』皿文化大

革命， 217~242頁，大修館， 1969年 9月）。 【昭和45年度】③ 「府兵制の展開」

（『岩波講座 ・世界歴史』 5,407,.._,439頁， 1970年9月），「太湖周辺の旧地主庄園 ・

その五」（山梨大学教育学部研究報告21,31,.._,39頁， 1971年3月）。 （昭和46年度】

③「太湖周辺の旧地主庄園 • その六」（山梨大学教育学部研究報告22,77~87頁， 1972'

年3月），「中国軍制史研究の基本的視点一封建制研究への一つのアプローチー」（歴ー

史評論250, 116,.._,133頁，校倉書房， 1971年5月），④ 「1970年の歴史学会一回顧と
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展望ー東洋史・ 魏晋南北朝」（史学雑誌80-5, 189~197頁，1971年5月），⑧ 「強制

連行の歴史」（アジア・レビュー， 1970-4冬季号，研究談話室 ・交流ノート， 159

頁，朝日新聞社，1971年12月）。 【昭和47年度】③ 「唐令復原研究序説ー特に戸令・

田令にふれて一」 （東洋史研究31-4,85~122頁，1973年3月），「唐代史料における

令文と詔勅文との関係について一唐令復原研究序説の一章一」（北海道大学文学部

紀要21-1, 35,.._,57頁，1973年2月）， ⑥ 「歴史研究 と歴史教育」その一 （北大史学

会会報史筵3,7~11頁，1973年2月）。

北村 甫 【昭和43年度】⑦ 「『五体清文鑑』 のチベッ ト語についてー中間報告 1-」

（日本西蔵学会大会，於京都大学羽田記念館，1968年11月），「『五体清文鑑』のチベ

ット語についてー中間報告2-」（東京外大 AA研所内研究会，1968年12月）。

【昭和44年度】①『チベッ ト語会話篇（案）』 （ユネスコ東アジア文化研究センタ ー，

1969年7月，109頁）， ⑦ 「チベット語の発音と文字のテキスト について」 （東京外大

AA研所内研究会，1969年11月），「チベッ ト語ラサ方言の動詞の形態」（日本西蔵

学会大会，於東洋文庫，1969年12月）。 【昭和45年度】「インドにおけるチベッ ト人

の文献複製について」 （日本西蔵学会々報17, 5,.._, 6頁，1971年3月）。 【昭和47年

度】⑦「イ ンド・ネパールにおけるチベット文献の調査と収集」（東洋文庫談話会，

1973年2月），⑧ 「東洋文庫チベッ ト文献調査隊について」（日本西蔵学会々報19,

8頁，1973年3月）。

草野 靖 【昭和43年度】④ 「宋代官田の経営類型」（日本女子大学紀要・ 文学部18,

42~67頁，1969年3月），⑤ 「斯波義信著『宋代商業史研究』」（社会経済史学34-5,

61~65頁，1969年 1月）， ⑦ 「宋代官田における佃権と剣佃」 （第31回東洋史談話会

大会，1968年11月3日， 於京都大学）。 【昭和44年度】③ 「宋代官田の租種管業」

（東洋史研究28-1, 1,.._,27頁 1969年6月）， 「宋代民田の佃作形態」（史帥10, 12~ 

112頁日本女子大学史学研究会，1969年10月），「宋代の頑佃抗租と佃戸の法身分」

（史学雑誌78-11, 1,.._,35頁，1969年11月），「大土地所有と佃戸制の展開」（『岩波講

座 ・世界歴史』 9, 345,.._,382頁，1970年2月）。 【昭和45年度】③ 「宋元時代の水利

用開発と一田両主慣行の萌芽」（上）（下） （東洋学報53-1,42,.._,77頁，同53-2,46,.._, 

79頁， 1970年6月， 9月），「宋代の箋IJ佃」（史蝕11, 1,.._,39頁日本女子大学史学研

究会， 1970年10月 ），「南宋文献に見える 田骨 •田根 •田祖・田底」（法文論叢28,54

~81頁，熊本大学法文学会，1971年1月）。 【昭和47年度】③「宋代合種制補考」（東

洋学報55-1, 35,.._,67頁，1972年6月）， 「唐宋時代における農田の存在形態一古田と

新田一（上）」 （法文論叢31,78,.._,105頁，熊本大学法文学会，1972年12月），⑤ 「丹

喬二氏 『宋代の佃戸制をめぐる諸問題一草野説の検討を中心に一』を読む」 （史抑

13, 137,.._,173頁，日本女子大学史学研究会，1972年11月）。
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河野六郎【昭和43年度】①『朝鮮漢字音の研究』（天理時報社印刷， 1968年 9月，
448頁），③「朝鮮の漢文」（中国，8～17頁，1968年4月），「ア）レファベッ トの発生」
（『世界の文化史蹟』2, オリエントの廃墟， 152頁，講談社， 1968年12月）。 【昭和44
年度】“TheChinese Writing and its Influences on the Scripts of the Neigh-
bouring Peoples" (Memoirs the Research Department of the Toyo Bunko No. 

27, pp. 33,_,140, 1969年）。 【昭和45年度】③「中国語 ・朝鮮語」（『言語の系統と歴
史』，303,_,322頁，岩波書店，1971年2月）。【昭和46年度】③「朝鮮語の膠着性につ
いて」（言語学論叢11,49~56頁東京教育大学言語学研究会，1971年9月）。

後藤 晃 【昭和43年度】⑤ 「バーナード・）レイス著，林武 ・山上元孝訳『アラプの歴
史』」（史学雑誌77-4,95~96頁， 1968年4月），「嶋田襄平著『預言者マホメッ ト』」

（イスラム世界6,66~71頁， 日本イスラム協会， 1968年5月），「ハミ）レトン・ギプ

著加賀谷寛 ・内記良ー・中岡三益 ・林武訳『イスラーム文明史ー政治 ・宗教 ・文
学にわたる七章』」（史学雑誌78-3, 93,_,94頁 1969年3月）。 【昭和45年度】③「イ

スラム勃興期のアラプ社会の構造ー1一血縁集団内の非血縁分子の性格と血縁集団
について」（イスラム世界7, 15,_,33頁， 日本 イスラム協会，1970年4月）。【昭和
46年度】 ③ 「アラブ戦士集団の成立」（歴史学研究382, 1,_,15頁，1972年3月），
⑤「モントゴメリー・ワ ット著，牧野信也・ 久保儀明訳『ムハン マド 〔マ ホメッ
ト〕・預言者と政治家』」（史学雑誌80-4,95~96頁， 1971年4月），⑦「マホメッ ト
の外交交書」（史学会，1971年11月14日）。 【昭和47年度】⑤ 「山田信夫編『ペル
シアと唐』」（史学雑誌81-4, 97~98頁， 1972年4月），⑦「アラブ部族社会とイス
ラム」（イスラム化研究会， 1972年12月10日）。

佐伯 富 【昭和43年度】③ 「清代における坐省の家人」（『田村博士頌寿東洋史論叢』
13頁，田村博士退官記念事業会， 1968年5月），「清代の侍衛について一君主独裁権
研究の一齢ー」（東洋史研究27-2,21頁，1968年10月），⑧ 「産業の発達と専売制
度 ・銀 中国文化の成熟「（『世界歴史シリ ーズ』 13,20頁，世界文化社，1969年3
月）。 【昭和44年度】 ①『中国史研究』 1. （『東洋史研究叢刊』 2~ー1, 724頁，東洋
史研究会，1969年5月），②『宋代文集索引』（共編，東洋史研究叢24,873頁， 東
洋史研究会， 1970年 3 月） ， ③ 「東アジア世界の展開 ・ 総説」 （『岩波講座 • 世界歴
史』 9,16頁 1970年 2 月） ，「宋朝集権官僚制の成立」（『岩波講座 • 世界歴史』 9,
34頁， 1970年2月），⑧ 「矢野先生の思い出」 （東洋史研究28-4, 3頁， 1970年3

月）。 【昭和45年度】③「清代狸正朝における捉廉銀の研究ー地方財政の成立をめぐ
って(-)-」（東洋史研究29-1,31頁，1970年6月），「同上（二）」（東洋史研究29-2,
62頁， 1970年12月），「同上（三）」（東洋史研究29-3,40頁， 1972年3月），「清代新
弧における玉石問題」（史林53-5,28頁，史学研究会， 1970年9月），⑧「王安石の

---31--



登場一近世社会成立期の変革者一」 （『日本と世界の歴史』 8, 14頁，学習研究社，

1970年5月），「征服者の自覚一狸正帝の中国人教化と独裁制の確立ー」（『日本と世

界の歴史』 15, 6頁，学習研究社，1970年11月），「清代経済の繁栄一国家財政の充

実と揚州塩商の活躍ー」（『日本と世界の歴史』 15,6頁，学習研究社，1970年11月），

「安部博士のことども」（創文92, 2頁，創文社，1971年1月）。 【昭和 46年度】

①『中国史研究』 2(『東洋史研究叢刊』 21-2,845頁， 1971年10月），②『古今類書

簗要索引』（古今類書簗要， 304頁，中文出版社， 1972年3月）， ⑧ 「那波先生の思

い出」（史窓 30,2頁， 京都女子大学， 1971年10月）。 【昭和47年度】③ 「清代塞外

における山西商人」（『東方学会創立25周年記念東方学論集』 15頁，1972年12月）。

末松保和 【昭和43年度】⑦「日本史から見た朝鮮半島」（霞山会「朝鮮講座」講演，

1968年6月22日）。 【昭和44年度】③「李朝の革命の一考察」（学習院史学6, 9頁

1969年12月），⑧「李氏朝鮮王国」（東京新聞，1970年2月22日），「白鳥先生の最終

講義のこ となど」（『白烏庫吉全集』 3' 附録月報3, 1970年3月）。 【昭和45年度】

②『朝鮮研究文献目録』 1868,-.,,1945,単行書篇，上・中・ 下，編著者名索引（東京大

学東洋文化研究所附属東洋学文献センタ ー叢刊第7,_,9 • 12, 1970年11月， 507+44

頁），⑧「李氏朝鮮の建国」（『日本と世界の歴史』 12, 6頁，学習研究社， 1970年

7月）。 【昭和46年度】②『朝鮮研究文献目録』 1868,-..,1945,論文，記事篇1~3

（東京大学東洋文化研究所附属東洋学文献センタ ー叢刊第15,,....,12,853頁， 1972年3

月），⑦「韓辺外と高旬麗の起りについて」 （日本大学史学会総会講演，1971年10月

23日），「高句麗広開土王陵碑について」（日本書紀研究会例会講演， 1971年11月20

日）。 【昭和47年度】⑦「高旬麗広開土王陵碑文をめぐって」（日本書紀研究会例会

講演，1972年12月22日）。

周藤吉之 【昭和45年度】③「王安石の青苗法の起源について」（東洋学報53-2, 133,_, 

177頁，1970年9月）。 【昭和46年度】③ 「王安石の青苗法の施行過程(-)」（東洋

大学大学院紀要8, 171,..._,199頁， 1972年3月）。 【昭和47年度】③ 「北宋末・南宋

初朝の私債および私租の減免政策」（東洋大学大学院紀要 9,113~162頁， 1973年

2月）。

鈴木 俊 【昭和47年度】 ③ 「唐の戸等と税役」（『東方学会創立二十五周年記念東方学

論集』， 425,..._,431頁，東方学会， 1972年12月），⑧「高校世界史の授業について」（歴

史と地理71, 山川出版社， 1972年），「『元号』の制定は是か非か」（サンケイ新聞，

1973年3月25日）。

関野雄 【昭和43年度】③“Neolithic,Yin and Chou-Arts of the Peasant and Aris-

tocrat" (Arts of China-Neolithic Cultures to the T'ang Dynasty-Recent Disco-

veries, Kodansha International Ltd., Tokyo, Japan & Palo Alto, Calif., U.S. 
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A., 1968, pp. 13,.._,20)，④「新中国考古学関係文献提要」（史学雑誌78-2,73,.._,79 

頁 1969年2月），⑦「漠代画像の世界」（『史学会第67回大会プ ログラム』 15~16

頁， 1968年11月），⑧「『考古学』と『発掘』」（言語生活201,56~57頁，筑岸書房，

1968年6月）。 【昭和44年度】③「黄河文明の序幕ーはるかな華北の先史時代」（『日

本と世界の歴史』 3,48,.._,53頁，学習研究社，1969年12月），⑧「中 国の古墓と副

葬品」（『世界の文化史蹟』 7,205頁， 講談社，1969年12月）。【昭和45年度】③「黄

河文明の形成」 （『岩波講座 • 世界歴史』 4, 21,.._,47頁， 1970年5月），「金餅考ー戦

国 ・秦漠の金貨に閑する一考察」（東洋文化研究所紀要53, 1,.._,88頁， 1971年2月），

「実験は解明の鍵」（考古学ジャーナル50, 1頁，1970年11月）。 【昭和46年度】①

『常呂ー一北海道サロマ湖沿岸 ・常呂川下流域における遺跡調査」（執筆分担，東京

大学文学部，1972年3月，本文569頁，図版129頁，地図18)' 『中国考古学研究』 3

版（東京大学出版会， 1972年3月， 751頁），⑤「長沙瑚城橋の楚墓ー中国考古学界

の新収穫」（日中文化交流177, 13,.._,15頁， 日本中国文化交流協会，1972年2月），

⑦「輝県大墓の被葬者について」（『史学会第69回大会プ ログラム』， 7～8頁， 1971
年11月），「中国考古学，20年の歩み」（史学雑誌80-12,73,.._,75頁， 1971年12月），⑧

「東京大学考古学研究室」（東方学会報20, 6,.._, 7頁，1971年7月），「研究者交流の

復活を一期待される中国考古学の発展」（北日本新聞 1971年10月1日朝刊等）。

【昭和47年度】③ 「千八百年前の地震計」（歴史と地理203,32,.._,33頁，山川出版社，

1972年8月），「張衡の候風地動儀における都柱の復原」（『東方学会創立二十五周年

記念東方学論集』，433,.._,449頁， 1972年12月），④「中国考古学界の躍進一 『定陵

展』の開催に寄せて」（日本と中国， 1973年1月1日号， 日本中国友好協会（正統）

中央本部），「躍進著しい中国考古学界の成果」上・下（読売新聞， 1973年1月8.

9日夕刊），「新中国の考古学」 （『定陵地下宮殿宝物展』， 43~48頁，定陵展開催実

行委員会， 1973年1月），「中国考古学界の現状」（『日本の考古学』4, 付録 1,1~  

4頁河出書房新社， 1973年3月），⑧「中国文化の奥深さ一発掘された二千百年

前の死体」（京都新聞， 1972年8月2日朝刊等），「あざやか古代中国文化ー長沙古

墳カラー写真 三氏の観察」（鈴木尚•宮川寅雄と座談，朝日新聞， 1972年 8 月 9 日

朝刊），「世界の古代史解明に手掛かり一長沙古墳の語るもの」（江上波夫 ・米沢嘉圃

と座談，東京新聞，1972年8月11日朝刊），「二千百年のタイム・カフ゜セルー生き生

きとよみがえった前漠初期の世界」（日本と中国，1972年8月14日号），「誇り高き

楚文化の精粋一漢蕗発掘の意義」 （週刊朝日 77-38,80,.._,84頁， 1972年9月），「中

国の文化財行政（同上84~85頁），「蘊泥棒ものがたり」（同上 156,.._,158頁），「関於

『定陵地下宮殿展』」（香港大公報1973年1月11日号）。

祖南 洋 【昭和46年度】⑦「サキヤ派資料に基づく秘密部経典の分類」（日本西蔵学
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会， 日本西蔵学会々報18, 1971年11月）。

田川孝三 （昭和44年度】⑦「世宗朝の文化」（韓国研究院， 1969年），⑧「東洋文庫蔵

朝鮮善本マイク ロ・フィルム目録」 lI （東洋文庫書報1, 57,....,,69頁， 1970年3月）。

【昭和45年度】⑤「李氏朝鮮の動揺」（『日本と世界の歴史』18, 276,....,,279頁， 学習

研究社， 1971年2月）。 【昭和46年度】⑦「李朝の印刷文化」（東洋文庫東洋学講

座，1971年6月）， ⑧ 「朝鮮本あれこれ」（歴史と地理189,20,....,,22頁，山川出版社，

1971年6月）。 （昭和47年度】③「朝鮮本と鋳字」（書の手帖7, 2,....,,7頁，風塵社

1972年4月），「李朝期の影禎 ・肖像画」（李朝期の影禎と民衆画， 6頁，東京画廊，

1972年10月）， 「郷案について」（『山本博士還暦記念東洋史論叢』，269~290頁，山

川出版社，1972年10月）， 「李朝の印刷文化と日本」（東洋学TI, 151,....,,178頁，韓国

檀国大学附設東洋学研究所，1972年12月），⑦「朝鮮本について」（昭和47年度漢籍

担当職員講習会京都会場，1972年5月，於京都大学図書館），「李朝の地域社会」（東

洋文庫東洋学講座，1972年10月）。

田中時彦 【昭和43年度】⑧「西南戦争叛徒処分」他11件（我妻栄編『日本政治裁判史

録』 1，第1法規出版， 1968年）。 【昭和44年度】⑧ 「大津事件」ほか4件（同上

2, 1969年），「虎ノ門大逆事件」（同上3, 1969年），「最近十年間における明治維

新史研究の動向と問題点」（歴史学研究会編『明治維新史研究講座』別巻，平凡社，

1969年6月）。 【昭和45年度】③ 「政党政治挫折の環境」（東海大学紀要ー政治経済

学部2, 1970年4月），「言論・文書戦の投票行動に及ぼした影響」（行動科学研究4

-2, 1971年2月），⑧ 「五 ・一五事件」（我妻栄編『日本政治裁判史録』 4, 1970 

年），「ニ・ニ六事件」（同上5, 1970年）。 【昭和46年度】③「政党政治挫折の環境

(2)」（東海大学紀要ー政治経済学部4, 1972年3月），⑧「鉄道輸送」（日通総合研

究所編『日本輸送史』日本評論社， 1971年），「明治初期の行政制度」（東京都編『東

京百年史』 2,1972年3月），「三許法の制定と民会」（同上）， 「東京市の成立」（同

上）。

立花孝全 （昭和44年度】③「シナにおける空思想の理解」（印度学仏教学研究18-2,

371,....,,377頁，日本印度学仏教学会， 1970年3月）。（昭和45年度】③“TheCodes of 

chosokabe Motochika and the Economy of Buddhist Temples in His Day (I)" 

（印度学仏教学研究19-1,459~464頁，日本印度学仏教学会，1970年12月），④ 「仏

教学関係欧文雑誌内容目録 (1969年8月～1970年7月） I」（仏教文化2-1, 85,.._, 

97頁東京大学仏教青年会，1970年10月）。 【昭和46年度】⑤ “TheCodes of 

Chosokabe Motochika and the Economy Buddhist Temples in His Day (II)" 

（印度学仏教学研究20-2,947,....,,955頁，日本印度学仏教学会， 1972年3月），④「仏

教学関係欧文雑誌内容目録 (1970年8月～1971年1月） lI」（仏教文化 2-2, 71,....,, 
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77頁東京大学仏教青年会，1971年6月），「仏教学関係欧文雑誌内容目録 (1971年

2月～7月） 皿」 （仏教文化3-1, 66,,....,.75頁，東京大学仏教青年会，1971年10月）。

［昭和47年度】③ TheCodes of of Chosokabe Motochika and the Economy of 

Buddhist Temles in His Day (III)”（印度学仏教学研究21-1,469,..._,479頁，日本印

度学仏教学会，1972年12月）， ④ 「仏教学関係欧文雑誌内容目録(1971年8月～1972

年 1月） IV」（仏教文化3-2, 66,,....,.74頁，東京大学仏教青年会，1972年5月），⑦

「伊達藩の宗教政策」（日本宗教学会第31回学術大会， 1972年10月20日，於駒沢大

学）。

丹 喬二【昭和43年度】③ 「戸に関する一考察ー主戸客戸制研究の前提ー」（東洋史研

究27-1,38,,....,.64頁，東洋史研究会，1968年6月）。 【昭和45年度】⑤ 「宋代の地主

『奴僕』 関係」 （東洋学報53-3• 4, 76,,....,.116頁，1971年3月）， 【昭和46年度】④

「宋代の佃戸制をめぐる諸問題ー草野説の検討を中心に一」（学叢12, 91,,....,.107頁，

日本大学文理学部，1972年3月）。

竺沙雅章 【昭和43年度】② 『桑原隙蔵博士所蔵図書目録』（編『桑原隙蔵全集』別冊

岩波書店，1968年12月，195頁）， ⑤ 「山本隆義著『中国政治制度の研究』」（東洋史

研究27-4, 182,..._, 186頁，1969年3月），⑦ 「東洋文庫所蔵三朝本『魏書』について」

（東洋文庫談話会，1968年5月18日），「漢籍の紙背文書について」（史学研究会例

会，1968年10月5日），⑧「名臣列伝」（『世界歴史シリーズ13・中国文化の成熟』，

101~109頁世界文化社，1969年3月）。 【昭和45年度】③ 「北宋士大夫の徒居と

買田一主に東披尺讀を資料として一」（史林54-2,28~53頁， 史学研究会，1971年

3月）。 【昭和47年度】③ 「漢籍紙背文書の研究」（京都大学文学部紀要14, 1,.._,54 

頁，京都大学文学部，1973年3月），⑦ 「方騰の乱と喫菜事魔」（仏教史学会大会，

1972年12月9日）。

辻 直四郎 【昭和44年度】⑤ 「サー・ ハロルド＝ベイレイ著 『コータン語テキスト』」

（東洋学報52-2, 118,,....,.120頁 1969年）。 【昭和45年度】① 「現存ヤジュ｝レ・ヴェー

ダ文献」（東洋文庫，1970年，225頁），③ 「法華経の言語」（金倉囮照編『法華経の

成立と展開』 3~21頁，平楽寺書店，1970年），⑥ 「リ グ・ヴェーダ諧歌」（岩波書

店，1970年，390+7頁）。 【昭和46年度】③ 「シァ ーヴァ・アシュヴァ物語」（『金

田一博士米寿記念論集』，864,,....,.849頁，三省堂，1971年）， ⑤ 「C.G.カーシーカル

編『シュラウ タ祭全書』第2巻梵文部第 1部」（東洋学報54-4, 261,,....,.263頁，1971

年） ，「M.S.‘ノーンダッ ケ •T. N.ダルマーディ カーリ 出版『タ イッティリーヤ・

サンヒター』」（東洋学報54-4,259,,....,.260頁，1971年），「紙魚のはこ」（鈴木学術財団

年報5-7, 105,..._,119頁，鈴木学術財団，1971年，同 5-8, 115,,....,.121頁，1971年，

同5-9, 135,,....,.141頁，1972年）。 （昭和47年度】① 「サンスクリット文学史」（岩波
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全書， 1972年， XXI,354頁），⑤「マイトラーヤニー・サンヒター四・八・一ーヴ

ェーダ散文研究への一提言」（『東方学会創立25周年記念東方学論集』， 864,-,856頁，

東方学会，1972年），⑤ 「カ ウシカ ・スートラのダーリラ釈」（東洋学報55-2,244, 

~246頁， 1972年），「『ヴァーラーハ ・クリヒア ・スートラ』のフ ランス語訳註」（東

洋学報55-3, 1972年）。

鶴見尚弘 【昭和43年度】 ③ 「清初，蘇州府の魚鱗冊に関する一考察」（社会経済史学・

34-5,1,-,31頁， 1969年1月）， ⑦「国立国会図書館所蔵康熙十五年丈量の長洲県

魚鱗冊に関する一考察」（東洋文庫談話会， 1969年3月）， 【昭和45年度】③ 「明イ迄

における郷村支配」（『岩波講座 ・世界歴史』 12,57,_,92頁， 1971年2月）。

土肥義和 【昭和43年度】⑦「唐の戸令及び田令に関する若干の考察ー現存敦煙戸籍の9

整理を中心として一」（東洋文庫談話会， 1968年6月22日）。 【昭和44年度】③ 「唐令

よりみたる現存唐代戸籍の基礎的研究（上・下）」（東洋学報52-1• 2, 90,-,126頁・

213,-,264頁，東洋学術協会， 1969年 6 月• 9月）。 【昭和45年度】⑧「唐令よりみた

る現存唐代戸籍の一考察」（史学会研究発表要旨） （史学雑誌79-1,133,_,134頁，

1970年1月），「敦煙写経の残存事情について」（歴史と地理1971-2,24,_,25頁，山

川出版社，1971年2月）。 【昭和46年度】⑦「唐代敦煙の田土還受問題について一

已受田の数量的分析を中心に一」（史学会東洋史部会研究発表， 1971年11月） （研~

発表要旨ー史学会『第69回大会プログラム』，史学雑誌80-12,81,-,82頁， 1971年12:

月）。

鳥海靖 【昭和43年度】⑧ 「東京の百年」（池田弥三郎他編『日本の文化地理6' 東

京』， 93~110頁， 講談社， 1968年8月）。 【昭和44年度】①『祖父と父の日本』

（「大世界史」 23,文芸春秋社， 1969年4月， 362頁），⑧「昭和初期の『革新』運助

と軍部」（日本史のしおり 8,1,-,10頁， 1970年2月）。 【昭和45年度】「『反逆者』へ

の寛容」（ばれるが 229, 2,_, 5頁，評論社， 1971年3月）。 【昭和46年度】③ 「原

内閣崩壊後における『挙国一致内閣』路線の展開と挫折」 （東京大学教掟学部人文

科学科紀要第54輯く歴史学研究報告第14集「歴史と文化」X> 65,....,122頁， 1972: 

年3月）， 「対外危機における新聞論調一日露戦争と満州事変の場合一」（日本文化

会議編『東西文化比較研究第2回セミナー，一日本におけるジャーナリ ズムの特質ー

ー」 1~19頁， 1971年11月），「現代史におけるファシズムとマス＝デモクラシー」

（日本史のしおり11,1~17頁，帝国書院， 1971年5月），⑤「埼玉新聞社編『秩父事

件』(-)」（史学雑誌80-9,96,-,97頁， 1971年 9月），「坂根義久校注『青木周蔵自伝』」

（史学雑誌80-10,108,....,110頁， 1971年10月）， ⑧「自伝文学の中の明治 ・大正」（諸

君 3-12, 192,_,199頁， 1971年12月）。【昭和47年度】②「伊藤博文関係文書」第一

巻（伊藤隆他共編，塙書房， 1973年 1月，493頁），「小川平吉関係文書」 1 • 2（岡
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義武他共編，みすず書房，1973年3月，1-749頁，2-718頁），⑤ 「尚友倶楽部『研

究会史』 （史学雑誌81-7, 99,-.,100頁，1972年7月），「国立国会図書館 『人物文献索

引一法律政治編』」（史学雑誌82-2, 104頁，1973年3月）， 「福島市史編集委員会編

『福島市史10・近代資料I』」（史学雑誌82-3,91頁，1973年3月），⑧「山県有朋と

日露戦争」ぱれるが241, 13,-.,16頁，評論社， 1972年4月），「対外危機における 日

本の新聞論調一日露戦争と満州事変の場合一」（歴史と人物 9,22~38頁，中央公論

社， 1972年 5 月） ，「座談会 ・ 新聞が国を誤ま らせた とき 」 （石川達三 • 本間長世と ）

（諸君4-9,154~163頁，文芸春秋社， 1972年9月），「近代日本における『反逆者』

への寛容」（歴史と人物19,28,-.,41頁，中央公論社， 1973年3月）。

,J中田浩三 【昭和43年度】③「元のジャワ進討」（東方学37,101,-.,125頁，東方学会， 1969年
3月），⑦ 「東南アジアの基層文化の性格，（東南アジア史学会研究会，1969年1月24

日），「戦後出土したイ ンドネシアの刻文」（東南アジア史学会研究会，1969年3月14

日）。 【昭和44年度】③ 「ジャワの羽衣説話について」（鹿児島大学史録2,41,-.,50 

頁，鹿児島大学教槌部史学教室，1969年12月）。 【昭和45年度】⑦ 「ジャ ワ文字の史

的考察ー特に古ジャ ワ文字の起源について一」（東南アジア史学会大会，1970年11月

14日ー要旨 ・東南アジア史学会会報14, 6,_, 7頁，1971年4月）。 【昭和46年度】

④「古ジャワ語の辞典編纂について」 （東南アジア史学会会報14, 9,...,10頁，東南ア

ジア史学会，1971年4月），⑦ 「東南アジアのプラーフミ ー系文字について」 （東南

アジア史学会大会，1971年11月27日ー要旨 ・東南アジア史学会会報16, 5,_, 6頁，

1972年2月），⑧ 「ジャ ワの銅板刻文の弁偽法」（東南アジアー歴史と文化 1,154,,.,..,. 

155頁，東南アジア史学会，1971年10月）。 （昭和47年度】③ 「詞陵国号考」（東南ア

ジアー歴史と文化2, 100,-.,121頁，東南アジア史学会，1972年10月），「東南アジ

アの Brahmi系文字の cerebralNA一扶南国の滅亡と詞陵由 ．Srivijaya国の勃輿

の史的状況についての予備的考察ー」 （東方学45, 102,-., 122頁，東方学会，1973年1

月），⑤ 「ヒ°ヒオー著『ジャワの文字』」（史学雑誌81-9,83,-.,91頁，1972年9月）。

永田雄三 【昭和44年度】③ 「マフムート2世の中央集権化政策の一端」（オリエ ント

畑ー3~4,149~168頁，オリ エント学会，1969年11月），「アーヤーン層の社会経済

史的考察」（『後進国経済発展の史的研究』 109~182頁，アジア経済研究所，1970年

3月），④ 「卜）レコにおけるオスマン朝史研究の近況」（オ リエ ントXI-3~4, 161~ 

180頁，オリエ ント学会，1969年8月）。 【昭和45年度】③ 「卜）レコの近代化と文字」

（歴史教育18-7,32,,.,..,.38頁，日本書院，1970年7月），⑤ 「トゥウン著『スレイマ ン

大帝の王子バヤズィドの反乱』」（東洋学報53-1, 94,,.,..,. 103頁，1970年6月）， ⑧「最近

東洋文庫において蒐集されたオスマ ン朝史関係の文献及びマイ クロ・ フィ）レム I」

＇（東洋学報53-2, 01,-.,010頁，1970年9月），「同上(2)」（東洋学報53-3・ 4, 01,...,012 
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頁， 1971年3月）。 【昭和46年度】③「トルコ語史料よりみたる 1770年におけるモ

レア半島のギリシア人反乱」（史学雑誌80-7,46~63頁， 1971年7月），「タンジマ

ート，青年卜）レコ革命」（護雅夫編『卜）レゴの社会と経済』， 1～60頁，アジア経済研

究所，1971年12月），「17世紀初頭の東地中海貿易に関する一卜）レ コ語史料」（史学

44-1, 77~88頁，三田史学会，1971年10月）， ⑧ 「イスラム講座ーセルジューク朝・

オスマン朝」（イスラム世界8,39~51頁， 日本イスラム協会， 1971年10月）。 【昭

和47年度】④ 「西アジア史研究の現状(3)1258年以降の西アジア」（歴史と地理，12

~30頁， 山川出版社， 1972年11月），「回顧と展望ー（西アジア ・北アフリカ）」（史学

雑誌81-5,273,,.._,,230頁， 1972年5月），⑤「センジェル＝ディヴィッチオウル著『ア

ジア的生産様式とオスマン朝社会』」（東洋学報55-1, 111~118頁，1972年6月），

⑦ 「ト ルコにおけるムスリム宗教運動に閑する一考察」（東京外国語大学アジア ・

アフリカ言語文化研究所『アジア・アフリカにおける宗教運動共同研究報告II』所

収， 1972年5月）。

中嶋 敏 【昭和46年度】⑦「慶元条法事類について」 （東洋文庫東洋学講座， 1971年

6月 9日）。

坂野正高 【昭和43年度】⑧「大世界史よもやま話」（衛藤藩吉著『大世界史』 20,付

録 1~3頁，文芸春秋社， 1969年1月）。【昭和44年度】⑤「衛藤藩吉著『近代中国

政治史研究』」（アジア研究16-3, 112,,.._,,114頁，アジア 政経学会， 1969年10月），⑧

「百顛弘訳註『西学東漸記一容閏自伝』 解説」（同書，267,-...,285頁，平凡社，「東洋文

庫」136, 1969年4月）。 【昭和45年度】①『近代中国外交史研究』（岩波書店，1970,

年7月， 453頁），③「現代の学者における学問と政治ーメリ ー・ ライト教授小伝ー」1

（東洋学報53-1, 104,,.._,,128頁， 1970年6月）， ⑤「ロー レンス ・オリファント著『エ

）レギン伯中国日本派遣使節記』（復刻本）」（学鐙67-6,78~79頁，丸善， 1970年6月）．

⑦「馬建忠 (1844,,.._,,1900)一李鴻章幕下の外交家，行政家，改革思想家一1878年の

常駐外交使節論を中心として」（国際法学会秋季大会， 1970年10月18日），「馬建忠

(1844,,.._,,1900)の外交官制度論」（史学会第68回大会，東洋史部会， 1970年11月8

日），‘＇MaChieng-chung (1844,,.._,,1900) in Paris: two treatises (in 1878), on. 

diplomacy and diplomatic service”（第28回国際東洋学者会議於キャンベラ， 1971

年 1月），⑧ 「水滸伝と資治通鑑」（アジア調査月報2-10, 32-33頁，1970年10月）。

【昭和46年度】① 『現代外交の分析ー情報 ・政策決定 ・外交交渉』）東京大学出版会，

1971年7月， 431頁），③ 「フランス留学時代の馬建忠ー外交および外交官制度につ

いての二つの意見書 (1878年）を中心として」（国家学会雑誌， 84-5• 6合併号，

257,-...,293頁，国家学会， 1971年8月），④「学会展望ー1969年ー（アジア）」（日本政

治学会編『年報政治学1970』,231,,.._,,232頁，岩波書店， 1971年），「国際東洋学者会
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議に出席して」（アジア調査月報， 1971年4月号， 33~45頁，アジア調査会），「第28

回国際東洋学者会議(1)ー東洋史部門， ことに中国史関係の報告について」（史学雑

誌 80-6, 986,,.._,992頁， 1971年6月）， ⑤ 「市古宙三著『近代中国の政治と社会』」

（過刊東洋経済3648, 112,,.._, 113頁，東洋経済新報社，1972年2月）。 【昭和47年度】

③ 「馬建忠の海軍論ー1882年の意見書を中心として」 （川野重任編『アジアの近代

化』， 313,....,344頁，東京大学出版会，1972年8月），“MaChien-chung馬建忠 (184

4,,.._,1900), a frustrated French-trained early refomist: his views on diplomatic 

service and naval training" (Memoirs of the Rese戸rchDepartment of the 

Toyo Bunko No. 30, pp. 55,,.._,63, 1972)， ⑧ 「アメリカ雑感ー東部での一カ月」

（アジア調査月報， 1972年9月号，20~31頁），“Akaleidoscope of images : United 

States, Japan and China as personally experienced" (Bulletin of the Interna-

tional House of Japan 30, pp. 19,,.._,31, Oct. 1972)ー和訳 「私の経験した米国 ・日

本 ・中国の五十年， イメジの万華鎧」（中央公論， 1972年8月号， 280,-.,291頁），

「アメリカ雑記その I・イエールにおける論文指郡」 (UP.1. 21,,.._,25頁，東京大学出

版会，1972年11月），「アメリカ雑記その 2・『図書館専門職』 ということ」 (UP.2, 

12~16頁，1972年12月），「アメリカ雑記その 3.『ニューヨーク・タイムズ』をよ

む」 (UP.3, 18,,.._,22頁， 1973年 1月），「ある史料 との再会」（アジア調査月報33,

44,,.._,45頁， 1973年2月）。

藤枝晃 【昭和43年度】③「北朝における『勝堂経』の伝承」（東方学報40,325,,.._,349+

頁 1969年3月），⑤ 「鹿島研究会刊『京都百仏』」（京都新聞，1968年12月）⑧「デン

マーク国立博物館の一日」 (IDE79, 21,,.._,28頁， 1968年4月 1日），「屑と宝」（図書

230, 28,,.._,31頁， 1968年10月1日），「町人学者 ・石浜純太郎」（図書234,30,,.._,33頁，

1969年2月）。 【昭和44年度】 ②『園田湖城遺作展図録』（浩賀県立琵琶湖文化館，

1969年6月， 48頁），③「中国古銅印」・「法帖と拓本」解説（『寧楽譜』 99,,.._,100頁，

寧楽美術館， 1969年4月），「園田湖城」（墨美194, 1,,.._,44頁，1969年10月），「印人・

園田湖城」（図書244, 36,,.._,39頁， 1969年12月），“The Tunhuang Manuscripts. A 

General Description Part II" (Zinbun 10, pp. 17,,.._,39, Dec. 1969), 「楼蘭文書

札記」（東方学報41, 197,,.._,215頁， 1970年3月），④ 「『勝嬰経』 とその注釈書」（『仏

教の思想』月報7, 6~8頁，角川書店，1969年5月），⑧「ラグビーの革命児 ・

村山仁」（京都新聞「忘れ得ぬ人」， 1969年5月），「美術館探訪ー寧楽美術館」（古

美術26, 133,....,134頁，1969年6月），「矢野仁ー先生と『昭和 6年』」（東洋史研究28

-4「矢野仁一博士追悼録」，30~32頁，1970年3月）。 【昭和45年度】②『平盆穿帯

印百選』 2 （京都 ・同風印社， 100+Vll頁，1970年8月），⑦“HeutigeZustand der 

sinologische Forschungen in Japan" (DDR科学アカデミ ー古代史考古学中央研

究所， 1970年9月15日），⑧「筆書きの運命」（読売新聞，1970年4月7日），「ゴア
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副王書簡」（京都新聞「門外不出」， 1970年7月11日）。 【昭和46年度】①『文字の文化

史』（岩波書店，1971年10月， XI+280頁），⑤「手閾の鼠」（日本美術工芸400,26~33 

年 1月），「敦煙写本の編年研究」（学術月報24-12,709,....,713頁 1972年3月），⑦

頁 1972"Buddist Caves at Tunhuang after 900 A. D."(II Colloguies of Percival 

David Foundation of Chinese Art. London Univ. Ith Jul. 1971)， ⑧「ベイ リ

ー教授の来講」（人文3, 14,....,15頁， 1971年8月），「コ ペンハーゲンの学生たち」（以

文14,19~22頁， 1971年10月），「神話の尾」（図書268, 1頁， 1971年12月）「書道 ・

このふしぎな芸術」（朝日新聞， 1972年 1月22日）。 【昭和47年度】⑤ 「梅原郁 ．

衣川強編『遼金元人伝記索引』」（人文6,20頁， 1973年1月），⑥「ティロ 『東独科

神”」（図ミ ーの古代東洋研究の現状』」（朝日新聞， 1973年 1月），⑧ 「私の“日本精

学アカデ書274,40,..._,44頁， 1972年6月），「百五十年前と百年前」（図書283, 38~ 

41頁，1973年3月），「京の西陣」（月刊高層住宅70,巻末折込，1973年3月）。

本庄比佐子 （昭和46年度】②『王明選集』 2,（汲古書院 9, 1971年11月，476頁），

③「福建事変と中国共産党」（近代中国研究センタ ー彙報15, 1,....,13頁，東洋文庫近

代中国研究センター，1971年10月），⑤「シャンティ ・スワラップ著『中国共産主

義運動の研究』」（東洋学報54_2, 114~119頁，東洋学術協会，1971年 9月）。 【昭

和47年度】⑥「ヴェ ・イ・ グ）レーニン，ア ・エム・グリゴリエフ共著『毛沢東主義

者の歴史学における中国共産党史の偽造』」（お茶の水史学15,84~97頁，お茶の水

女子大学史学科読史会，1973年3月）。

松村 潤 【昭和43年度】①『紫禁城の栄光』（共著「大世界史」 11,文芸春秋社， 1968

年4月），⑤「黄彰健氏の清太祖に関する論考五編」（東洋学報51-1, 105,-...,112頁，

1968年）。 【和昭44年度】②『東北地域』（『日本における歴史学の発達と現状皿』，385

~400頁，東大出版会， 1969年9月），③「崇徳の改元と大清の国号について」（『鎌

田先生還暦記念歴史学論叢』 274,....,287頁，同上刊行会， 1969年 9月），⑤「陸戦史

研究普及会編『明と清の決戦ーサ）レフの戦』」（歴史教育17-8, 106~107頁， 1969年

8月），⑦“TheEarly Manchu Tablets”（第3回東亜アルタイ学者会議 1969年8

月20日， Proceedingof the 3rd East Asiatic Altaic Conference, 182,....,193頁）。

【昭和45年度】⑤「漠北の経略」（『日本と世界の歴史』 12,240,-...,243頁，学習研究

社， 1970年7月），「満州の風雲」（『日本と世界の歴史』 14, 236,-...,241頁，学習研究

社， 1970年10月），⑤「護雅夫『古代卜）レコ民族史研究I』」（歴史と地理1970-5,43~ 

45頁，山川出版社， 1970年5月）。 【昭和46年度】①『鍍紅旗楢一薙正期』（東洋文

庫， 1972年3月， 119頁），『旧満洲楢ー天聰 9年I』（東洋文庫， 1972年3月， 161頁，

⑤「崇徳元年の満文木牌について」（日本大学人文科学研究所紀要13,125,-...,140頁，

図版13頁， 日本大学文理学部人文科学研究所， 1971年5月），「満洲始祖伝説研究」
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（故宮文献季刊3-1,51~57頁， 国立故宮博物院，1971年12月）， ⑦「清朝の開国

説話について」（東洋文庫談話会，1971年6月19日）。 【昭和47年度】③ 「清太宗の

后妃」（国立政治大学辺政研究所年報3' 台北， 国立政治大学辺政研究所，55~76 

頁， 1972年7月）， 「清朝の開国説話について」（『山本博士還暦記念東洋史論叢』，

431,,.._,.442頁，山川出版社， 1972年12月），「順治初簗清太宗実録について」（『創立七

十周年記念論文集』 65~78頁， 日本大学文理学部人文科学研究所，1973年3月），

④「1971年の歴史学界一回顧と展望ー中央アジアー」（史学雑誌81-5,244~247頁，

1972年5月）。

松本信広【昭和44年度】① 『ベ トナム民族小史』（「岩波新書」，1969年5月）。 【昭和

46年度】②『論集日本文化の起源 3'民族学1』（平凡社，1971年11月），③“Japan

und China im Lichte einiger japanischer Tier und Pflanzen namen"(『w.ジュミ

ット生誕100年記念論文集』，49~83頁，中日新聞社， 1971年11月），⑤‘Roger Duff 

"Stone Adzes of Southeast Asia: An Illustrated Typology."'（東南アジアー歴

史と文化 1, 144~146頁，東南アジア史学会， 1971年10月）。 （昭和47年度】④「ア

ンコ ー）レ ・ワットの発見者」（東南アジアー歴史と文化2,202,,.._,.203頁， 1972年10

月）。

村松裕次 【昭和43年度】⑤ 「清代の義倉」（一橋大学研究年報 ・人文科学研究11,77~

200頁，1969年3月）， ⑤ “SuzukiChusei:'Chibetto o meguru Chu-In kankei: 

Juhachi seiki nakagoro kara jukyu seiki nakagoro made pp. 399+22, Tokyo. 

1962"'(RBS• 8 pp. 145,,.._,.146, Paris. 1968), "Chien Yu-wen'Tai-ping tien-kuo 

Chuan-shih'pp. 2318+18+66, 3 vols. Kowloon 1962" (RBS• 8 pp. 149,....,150, 

Paris, 1968), "'Li Hsiu-cheng chin-kung shou-chi', Taipei 1962"(RBS • 8 p. 150, 

Paris 1868)，⑤“Imanaga Seiji :'Nakada Yoshinobu ~ Doji nenkan no Sen-Kan 

no kai-ran ni tsuite≫ o megutte'Shigaku Kenkyu 85, pp. 45,,.._,.55, 1962"(RBS 

• 8 pp. 153,,.._,.154, Paris 1968)，⑧ 「続 ・私の中国観」（黎明叢書35, 36頁， 東京

1968年）。 【昭和44年度】③「乾隆時代下級満洲貴族の地産と人丁ー 『大爺得分屯

中差租地畝享田屯中北塞関東軍処人丁地畝聰冊』という史料について」（東洋史研

究28-4,75~98頁，京都，1970年3月）， ⑤ 「エチアヌ・バラーシュ 『中国の恒久

的官僚制社会』」（みすず127, 10,,.._,.23頁，みすず書房， 1970年2月）。 【昭和45年度】

①『近代江南の租桟ー中国地主制度の研究』（東大出版会，1970年8月初刷，1972年

9月2刷，813頁），⑤“LinTse-hsu chi :'Kung-tu'" pp. 2+10+195, Peking 1963 

(RBS • 9 pp. 153,,.._,.154, Paris, 1971), "Shen Yuan:'Hung Hsiu-chuan ho T'ai-

ping tien kuo ko-ming'LSYC 1963-1, pp. 49,,.._,.94", (RBS • 9 pp. 158,,.._,.159, 

Paris, 1971)、“ChiPen-Yu:'Ping Li Hsiu-cheng tsu-shu: Ping tung Lo Erh-
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Kang, hiang Hu-lu, Li.i Chi-i teng hsien-sheng shang-ch'i.ieh LSYC 1963-4, 
pp. 27,....,42." (RBS• 9, pp. 158,....,159, Paris 1971), "Lo Erh-kang:'Kuang yu 
wo hsieh hi Hsiu-ch'eng tsu-shu ka。-chengti chi-tien shuo-ming'LSYC 1963 
-4, pp. 44,,._,45" (RBS • 9 pp. 160,....,161, Paris 1971), "Sasaki Masaya:'Kampo 
ninen Ginken no koryo b叫 'KindaiChugoku Kenkyu 5, pp. 185,,._,299, 
1963" (RBS・ 9, pp. 163,....,164, Paris, 1971)。 【昭和46年度】③ “Bannerestates 
and banner lands in 18th century China-evidence from two new sources" 
(Hitotsubashi Journal of Economics, Vol. 12-2, pp. 1,....,13, Tokyo, Feb. 1972), 

「撫地の取租冊桔および差銀冊栢について（改訂稿）」（一橋大学研究年報，経済学研
究16, 1~92頁， 1972年3月），⑥「エチアヌ ・バラーシュ『中国文明と官僚制』）み
すず書房 1971年 5月第 1刷， 1972年5月第2刷， 197+17頁）。 【昭和47年度】③

「近代江南の租桟」（学術月報25-4, 14,....,17頁，日本学術振興会， 1972年7月），「撫

地問題憶説一満洲的土地制度の原型」（川野重任編『アジアの近代化』 293~311頁，
東大出版会， 1972年9月），「中国の地主制と日本の地主制ー 『近代江南の租桟』を
めぐって」（三田評論， 1972年11月， 4～23頁，慶応大学），「中国の村と革命」（アジ
ア研究20-3, アジア政経学会， 1973年3月），⑤ “TaipingRebellion: History and 
Documents." (By fany Michael Vol. JI,皿， Documentsand Cmments, Seattle: 
University of Washington Press 1971, JAB. XXXI-4, pp. 9z9,,._,930, Aug. 

1972)， ⑧「ワシントン大学刊犬平天国史料集二冊について」(-橋論叢 67-6,104 
~107頁， 1972年6月），「続々私の中国観」（黎明叢書， 23頁， 1973年2月）。

護雅夫【昭和43年度】⑤「松本清張『古代史疑』」（東京大学新聞， 1968年5月），
「詳説オスマン朝史」（東洋学報51-3, 1968年12月），⑦ 「騎馬民族ー北方諸民族の
興亡ー」(NHK学校放送，1968年6月），「イスラーム帝国としてのオスマン朝国
家」（アジア・アフリカ言語文化研究所 「イスラム化研究会」， 1968年10月），⑧ 「内
陸の王者チムー）レ」（『世界の歴史』 6'集英社，1968年10月），「イスタンブルの栄
華」（『イスラム世界』世界文化社，1968年11月），「オスマン・トルコ」（『世界の歴

史』 8' 集英社， 1968年12月）。 【昭和44年度】 ③ 「bogi.i(bi.igi.i) garanと卸倶」
（『鎌田博士遠暦記念歴史学論叢』， 1969年4月），「Tonyuquq碑文に見える bogi.i-,
bi.igi.i-garanについて」（東洋学報52-1, 1969年6月），「オスマン朝の性格」（歴史

と地理，山川出版社， 1969年5月），「漠代における文化交流の一例」（東洋学術研
究 8-3, 1969年10月），「西アジア世界総説」（『岩波講座 ・世界歴史』 8, 1969 
年10月），⑥「s.ランシマン『コンスタンティノ ープ）レ陥落す』」（みすずず書房，
1969年11月），⑦「トルコのイスラム教の特質」（アジア経済研究所， 1969年 9月），

⑧「草原とオアシスの遺宝」（東京新聞， 1969年5月），「アラブの一湖水ー8~11

世紀の地中海世界一」 （高校教育， 1969年11月），「民族と文化のるつぽ」（『西アジ
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アとイスラムの国』小学館， 1969年6月），「遊牧民族について」（学鐙66-7, 1969 

年7月），「イスラム教と卜）レコ民族」（東京新闘 1969年7月），「『三国志』の主役

たち」（同上），「ジンギスカンと元」（同上， 1969年8月），「チムール帝国」（同上，

1969年11月），「北方騎馬民族の動きー柔然 ・鮮卑の輿亡ー」（『日本と世界の歴史』

3'学習研究社，1969年12月）。 【昭和45年度】②『漢とローマ』（平凡社，1970年

9月），③「内陸アジア世界の展開 I 総説」（『岩波講座 • 世界歴史』 9, 1970年2

月），「トルコ革命」（同上25, 1970年8月），「オスマン帝国の遺産」（『イスラム帝国

の遺産』平凡社， 1970年12月），⑤「AN.コノ ノフ教授満60歳記念チュJレク学論文

集」（東洋学報53-2, 1970年9月），⑦「トルコ の改革ーケマル＝アタチュルクー」

(NHK学校放送 1970年2月），「イスラム教の発展」（仏教文化研究会，1970年2

月），「中央アジアの叙事詩」 (NHK学校放送，1970年8月），「突蕨帝国の成立一

トルコ民族の北アジア制覇ー」（『日本と世界の歴史』 4, 1970年1月），「長安を中

心とする東西文化の交流」（東洋学術研究8-4, 1970年2月），「白鳥先生と『言語

学』」（『白鳥庫吉全集』 5, 月報，1970年5月）。 【昭和46年度】 ②『 トルコの社会

と経済』（アジア経済研究所，1971年12月），③「北アジア ・古代遊牧国家の構造」

（ 『岩波講座 •世界歴史』 6, 1971年1月），「プリツァク『24大臣一匈奴国家の統治

機楷史の研究ー』について」（史学雑誌80-1, 1971年1月），「オスマン 帝国の改革

運動」（『岩波講座 ・世界歴史』 21, 1971年8月），「西アジアにおける歴史意識」（同

上30, 1971年11月），⑥『騎馬民族史一正史北秋伝一(1)』（共訳，平凡社， 1971年12

月），⑦「内陸アジアにおける言語と文化」（内陸アジ ア史学会， 1971年11月，「A

New Materials on the Sogdians in the Nomadic State」（第四回東アジア・アル

タイ学会， 1971年12月），⑧「チムール帝国の世界史的役割」（歴史と人物， 1971年

4月）。 【昭和47年度】③「S心 veSsu-chih」(TarihAra?tlrmalar1 Dergisi, 6, 

Ankara, 1972), 「突蕨帝国内部におけるソグ ド人の役割に関する新資料」（史学雑

誌81-2, 1972年2月），「ソグド人の東方発展に関する考古学的ー資料」（遊牧社会

史探求45,1972年3月）， 「阿史徳元珍と Tonyuquq」(『山本博士遠暦記念東洋史論

叢』，1972年10月），⑤「V.S.タスキン訳注『匈奴史関係史料』」（東洋学報55-1,

1972年6月）， ⑥『騎馬民族史一正史北秋伝一（2）』（共訳，平凡社， 1972年12月），

「A.D.グラーチ『古代チュルク時代の編年的および種族 ・文化的範囲』」（ユーラ

シア， 7, 1972年12月），「L.R.クィ ズラソフ『古代チュルク語碑文に見える 「バ

ルバル (balbal)」なる術語の意義について』」（同上），⑦「Turgisとソ グド人居留

地」（オリエント学会， 1972年9月），⑧「モンゴル軍ヴェトナムに敗る」（歴史と

人物， 1972年4月），「いわゆる『騎馬民族説』について」（同上，1972年6月），

「ヘロドトス ・メナンドロス・元朝秘史」（モンゴル学会会報3, 1972年6月），「李

陵」（歴史と人物，1973年 1月），「李陵出軍す」（同上， 1973年2月），「李陵と司馬
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遷」（同上， 1973年3月）。

森岡 康 【昭和44年度】③「『大君陣』 一仁祖朝における官家の私有地 ・私有権につ

いて一」（朝鮮学報第49輯， 407,-...,425頁，朝鮮学会， 1968年10月）。

山口瑞鳳 【昭和43年度】③ 「吐蕃ー伝承と制度から見た性格」（歴史教育15-9• 10, 

41~48頁， 1968年10月）。 【昭和44年度】③ 「白蘭と Sumpaの rlans氏」（東洋

学報52-1, l,..._,61頁，1969年6月）， “MatrimonialRelationship between the T'u-

fan and the T'ang dynasties, Part I" (Memoirs of the Research Department of 

the Toyo Bunko, No. 27, pp. 141,....,166, Toyo Bunko, 1969)。 【昭和45年度】

②“Catalogue of the Toyo Bunko, Collection of Tibetan Works on History" 

（東洋文庫， 1970年4月， 249頁），③“Su-p'iand Sun-po" (Acta Asiatica 19, pp. 97 

~133東方学会，1970年11月），⑤ 「E.G.スミス著『パンチェン・ラマー世自伝解説

その他』」（東洋学報53-3• 4, 176,-...,187頁， 1971年3月）。 【昭和46年度】“Matri-

monial Relationship between the T'u-fan and the T'ang dynasties, PartII 

"(Memoirs of the Research Department of the Toyo Bunko, No. 28, pp. 59,.._, 

100, Toyo Bunko, 1971),「東女国と白蘭」（東洋学報54-3, 1,-...,56頁， 1971年12月），

「吐蕃の国号」（日本西蔵学会会報18, 日本西蔵学会， 1972年3月）， ⑤「A．マクド

ナルド『ペリオチベ；；ト文書の読解』」（東洋学報54-4, 78,-...,87頁，1972年3月），⑥

「R.A.スタン『チベッ トの文化』」（定方晟共訳，岩波書店，1971年11月）。 【昭和

47年度】③「女国の部族名 dMu」（日本西蔵学会報19, 2~6頁 1973年3月）。

山崎元ー【昭和43年度】③「古代インドの雇傭労働者」（東洋学報51-4, 39,,.._,79頁，

1969年3月），④「1967年の歴史学界一回顧と展望ー（インド）」（史学雑誌77-5,

273,....,277頁， 1968年5月），「インド考古学会第一回大会」（史学雑誌77-7, 84,-...,88 

頁， 1968年7月）。 【昭和44年度】⑤「インド古代奴隷制の性格」（松井透 ・山崎利

男編『インド史における土地制度と権力構造』， 3～36頁，東京大学出版会， 1969年

10月），「マウ リヤ古代統一帝国」（『岩波講座 ・世界歴史』 3,249,....,294頁， 1970年

1月），④「1968年の歴史学界一回顧と展望ー（インド）」（史学雑誌78-5, 247,.....,,252 

頁， 1969年5月）。 【昭和45年度】③「仏典に記述された古代インドの村落」（東洋

文化50• 51合併， 1～20頁，東京大学東洋文化研究所， 1971年3月） （松井透編『イ

ンド土地制度史研究』 1~20頁，東京大学出版会， 1972年1月），「古代インドの賎

民制度一不可触賎民チャンダーラを中心として」 （東洋学報53-3• 4合併， 1～45頁．

東洋学術協会， 1971年3月），⑤「J.P.シャルマ著『古代インドの諸共和因』」（東

洋学報52-3, 107,....,114頁， 東洋学術協会， 1970年12月）， ⑥ 「ロミラ・ ターパル著

『インド史(1)』」（共訳，みすず書房， 1970年 9月， 168+30頁）。 【昭和46年度】③

「子閾建国伝説成立の背景」（国学院雑誌73-3, 6,-...,16頁， 国学院大学， 1972年3月），
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④「1970年の歴史学界一回顧と展望ー（インド）」（史学雑誌80-5,256,....,259頁， 197
1

年5月），⑤「トラウトマン著『カウティリヤと“アルタシャーストラ’'』ー作者とテ

キスト発達に関する統計学的研究ー」（東方学報54-4, 1972年3月），⑥ 「ロミラ・

ターパル著『インド史(2)』」（共訳，みすず書房，1972年3月）。 【昭和47年度 【③

「手閾建国伝説の一考察ー特にアショーカ王伝説との閑係について」（『山本博士還

暦記念東洋史論叢』， 469,....,480頁， 山川出版会，1972年10月），「インド古代史と貨
~

幣」（国学院雑誌74-3,22,..._,33頁，国学院大学， 1973年3月）。

山根幸夫 【昭和43年度】③「日本人の中国観ー内藤湖南と吉野作造の場合ー」（東京
女

子大学論集19-1, 1~14頁，東京女子大学学会，1968年9月），「五四運動と察元培
」

（『東京女子大学創立五十周年記念論文集 ・社会科学編』 145~181頁，東京女子大学
・

学会，1968年10月）， ⑤ 「近代中国をめぐる国際関係一批評と紹介」（東京女子大学
：

論集19-1, 109,....,112頁， 東京女子大学学会，1968年9月），「窪徳忠 ・西順蔵編『中

国文化叢書6.宗教』」（漢文教室87, 23頁，大修館書店，1968年7月）。 【昭和4
4

年度】③「台湾糖業政策と新渡戸稲造」（『新渡戸稲造研究』 259,....,301頁，春秋社，

1969年10月），「日本の植民地支配の一側而一台湾協会より東洋協会ヘー」（はらか

ら10,2~12頁，はらから編集部，1969年9月）， ⑤ 「中田吉信編『日本主要図書館
；

・研究所所蔵中国地方志総合目録』」（東洋学報52-1, 126,.....,128頁， 1969年9月）。

【昭和45年度】 ②『日本現存元人文集目録』 （小川尚共編，汲古書院，1970年4月，

66頁），『増補日本現存明代地方志目録』（細野浩二共編，東洋文庫明代史研究室，

1971年3月， 45頁），③「〈元末の反乱〉と明朝支配の確立」（『岩波講座 ・世界歴史』
i

12, 17~56頁， 1971年2月），「15世紀のアジア」（『日本と世界の歴史』 12,217,..._
,. 

223頁 学習研究社，1970年7月），「激動する明末社会」（『日本と世界の歴史』 13
,

270,....,275頁，学習研究社，1970年9月），⑤「丸山松幸 ・斎藤道彦編『李大剣文献

目録付選集未収資料』」（東洋学報53-2, 103,....,105頁， 1970年9月），⑧座談会 「庶

民の登場」（笠原一男，堀越孝一，『日本と世界の歴史』 12, 8~16頁，学習研究社，

1970年7月）。 【昭和46年度】 ②『元代史研究文献目録』（大嶋立子共編， 汲古書—

院，1971年8月，220頁），『光明日報中国関係論文目録』（東京女子大学東洋史研究

室，1971年11月，136頁），⑤「栗林宣夫著『里甲制の研究』」（東洋学報54-2, 10
9・ 

~114頁， 1971年9月）， 「加藤豊隆著『満州国笞察小史一満州国権力の実態につい

て」（東洋学報54-4,76~78頁， 1972年3月），「朝鮮近代史に関する諸研究一批評

と紹介」（東京女子大学論集22-1• 2, 72,..._,75頁，東京女子大学学会，1972年3月），

⑧ 「義和団研究文献目録」（史論23,28~39頁，東京女子大学読史会， 1971年10月），

【昭和47年度】②『辛亥革命文献目録』（東京女子大学東洋史研究室， 1972年10月，

105頁），『福恵全書付解題 ・索引』（汲古書院，1973年2月，466頁），③「女子大生

は日中戦争をこう考える」（歴史評論269, 104,..._, 117頁，歴史科学協議会，1972年1
1
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月），⑤ 「『中央研究院近代史研究所集刊』」（東洋学報55-1, 102:-,,104頁，1972年6
月），「中華民国史料研究中心編『中国現代史専題研究報告』」（東洋学報55-2,98~ 
101頁，1972年9月），「丹羽友三郎『元朝における院 ・寺 ・監等の設立過程につい
て』『元代の地方行政系統に関する一研究』』（法制史研究22,212,,._,213頁，法制史
学会，1973年3月），③ 「東アジア史への私の歩み」（歴史評論270, 80,-.,82頁，歴
史科学協議会，1972年12月）。

渡辺紘良【昭和45年度】⑦ 「宋代奴僕労働の形成ー特に収奨について一」 （東洋文庫
談話会， 1970年11月14日）。 【昭和46年度】④ 「1970年の歴史学会一回顧と展望一
五代 ・宋 ・元」 （史学雑誌80-5,204,,....,211頁，1971年5月）。

〖追記】

榎 一雄 【昭和43年度】⑧「魏志東夷伝」(NHKラジオ放送，教師生徒共同，高等
学校 1学期，4月8日～7月20日，27頁）。【昭和46年度】③ 「邪馬台国の方位につ
いて（再録）」（『諭集日本文化の起源』(2)日本史，平凡社刊， 130,-..,,138頁），「西欧文

明と東アジア（東西文明の交流）5」（監修及びはしがき， 序章報筆，平凡社）。
村松祐次 【45年度】⑤ “SasakiMasaya'KampiS sannen Amoy Shotokai no hanran' 
Toyo Gakuho 45, pp. 520,...,,545, 1963" (RBS. 9, pp. 164,.._, 166, Paris, 1971)。
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m 東洋文庫附置
ユネスコ東アジア文化研究セン ター事業

1. 調査研究

A. 「東アジア諸国における人権思想の発達」

（期間】42年度より45年度まで。 【専門委員】辻直四郎（委員長），石田 雄，板野長

八，衛藤藩吉，丸山真男， 山本達郎。

【事業内容】調査研究の内容を， （a）19~20世紀における「人権」に関する新しい概念

の導入とその展開の分析，（b)「人権」に関する伝統的な概念と，それと新しい概念と

の関連の分析，に焦点をあわせた。各専門委員が各々の専門領域の研究をすすめ，そ

の成果を専門委員会で発表した。それらの発表は，所内資料として， 以下のように刊

行した。

石田 雄 「日本における権利の概念について」 (43年3月17日発表）

板野長八 「孔子，墨子，荘子の思想における人権の問題」(43年5月11日発表）

衛藤藩吉「アジア政治体制試論」(43年6月28日発表）

山本達郎 「ヴェトナムにおける『人格』の問題ーPhanThi Dae, Situation de la 

personne au Vietnam, 1966の紹介を中心として一」 (43年9月20日発表）

石田 雄 「田中耕太郎最高裁長官の観念構造における人権の位置」(43年11月6日

発表）

また，国外専門家の報告として， タイより次の研究報告が寄せられた。

Prachoom Chomchai: "Development of Human Rights in Thailand-a Historical 

Sketch" 

この報告は，機関紙 EastAsian Cultural Studies, Vol. XII, Nos. 1-4, 1973に

掲載した。

本計画は， 46年3月31日の最終専門委員会での総括討論をもって終了した。

B. 「日本の近代化に対する海外留学生およびお雇い外国人の貢献」

【期間】42年度より45年度まで。 【専門委員】大久保利謙（委員長），今井庄次，梅淡

昇緒方富雄，田中時彦，矢島祐利。

【事業内容】調査研究は，明治初年から 20年までの来日外国人の調査に重点をおき，
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総理府文書，外務省記録，東京大学文書の閑連ある部分を写真複製して網羅的に調査

し，約 3,000名の来日外国人に関する記載をカードに採録，整理した。また，本テー

マに関連する北海道庁文書をマイクロフィルム撮影し，函館図書館所蔵文書をゼロッ

クス複写し，関連図書を収集した。

さらに，フランス人お雇い技師オジエの手紙を購入した。この手紙に関して次の研

究報告を所内資料として刊行した。

矢島祐利 「コワネ文書について一鉱山技師コワネとオジエの新資料」

また，専門委員会で次の二氏が研究発表をおこなった。

高橋邦太郎「西洋軍事技術の日本への導入に対するフランス人陸海軍軍人の役割」

(44年2月17日発表）

村松貞次郎 「建築関係のお雇い外国人技師の果した役割」 (45年12月21日発表）

なお，後者の発表を，所内資料として刊行した。

ユネスコヘの報告書として，次のものを提出した。

梅浚昇 “ForeignNationals Employed in Japan during the Years of Moderni-

zation" 

この報告を，機関紙 EastAsian Cultural Studies, Vol. X, Nos. 1-4, 1971に掲

載した。

本計画は46年3月30日の最終専門委員会の総括討論をもって終了 した。ただし，本

計画の成果を，

「資料よりみたるお雇い外国人（仮題）」（小学館より出版予定）

として公刊するために，その編集を46,47年度にひきつづきおこなった。

C. 「近代日本における翻訳活動に関する調査」

【期間】42年度より43年度まで。 【専門委員】辻直四郎（委員長），下村富士男，前田

陽ー。

（事業内容】本計画は，明治初年より23年まで，西洋諸語から日本語に翻訳されたす

べての文献をリスト ・アッフ し゚，その所蔵場所を可能なかぎり確認することを目的と

した。東京大学文学部の出版した 「翻訳文献目録第一次未定稿， 1868~1889」(1968年

刊）にある翻訳文献約7,000点を，他の目録類と照合して増補訂正し，東京大学図書

館， 早稲田大学図書館， 慶応大学図書館， 国立国会図書館の所蔵本を調査して， 約

1,200点を増補した。また，東京大学明治新聞雑誌文庫，慶応大学図書館，早稲田大

学図書館で，新聞，雑誌に掲載された翻訳文を調査し，約2,000点を確認した。さら

に，内閣文庫と早稲田大学大隈文書を調査し，未刊の翻訳文約400点を確認した。

本計画の調査は43年度で一応終了したが，調査結果の確認と整理を44,45年度にひ

きつづきおこなった。
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D. 「東アジア諸国の近代化の過程における伝統文化の変容とその新発展J

I 予備調査

【期間】44年度。 【事業内容】本計画遂行のために必要な情報収集のため，内外の学

者との連絡，図書の収集をおこなった。また，後藤 晃氏を，香港，ベトナム，ラオ

ス，カンボジア，シンガボールに派遣し，各国の専門機関および専門家との連絡をと

った。

II 第一期本調査 「家族と宗教」

【期間】45年度から47年度まで。 【専門委員】中根千枝（委員長），青木 保，末成道

男，杉山晃一，堀一郎。

【事業内容】本調査研究は，東アジア諸国における(a)家族構造，（b）宗教思想， （C）文~

動向を分析し，研究することを目的と し，その第一期として(a)と(b)を合せて分析 ・調

査することとした。まず，関連文献の目録作成をおこない，中根千枝氏はマレーシア

に関する文献の目録を，青木 保氏は東南アジア全域に関する雑誌論文の目録を作成

した。また，韓国の専門家から，韓国に関する文献の目録が寄せられた。この目録は

次のよう に所内資料として刊行した。

柳東植編「文献目録 ・韓国における家族と宗教」

東アジアからの専門家を招いて国際シンポジウムを二回閲催した。第一回は，韓国

と日本の家族と宗教に関する比較研究がその目的で，第二回は，東南アジア諸国と日

本との比較研究がその目的であった。

〔第 1回 国際シンポジウム〕

【日時】 46年6月18日よ り同20日まで。 【場所】東洋文庫。 【参加者）柳東植，李光奎シ

徐景沫，玄容駿（以上韓国），青木保，末成道男，杉山晃一，中根千枝，堀 一郎，

村上重良，森岡清美，柳川啓一，吉田禎吾（以上日本）。【議事録】 EastAsian Cultural 

Studies, Vol. XI, Nos. 1-4, 1972 （特集号）。

〔第 2回 国際、ンンボジウム〕

【日時】47年 9月3日より同 6日まで。 【場所】MRAアジア・セ ンタ ー （小田原）。

【参加者】NguyenKhac-Kham（ベトナム）， Koent jaraningra t（インドネシア），Mo-

khzani bin Abdul Rahim（マレーシア）， RonaldMorse（アメリカ），WangSung-

hsing（台湾）， PrasertY amklinfung（タイ），安斉伸，石井米雄，伊藤幹治，大林

太良，杉山晃一，中根千枝，堀 一郎，宗像厳，森岡清美，山本達郎，柳川啓一，

吉田禎吾（以上日本）。 【議事録】EastAsian Cultural Studies, Vol. XIII, Nos. 

1-4,1974 （特集号）〔予定〕。

また，以下の各氏に海外実地調査を委嘱した。

中根千枝，シンガボー）レ，マレーシア，タイ (47年 1月）。
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青木保，タイ (47年4月より49年まで）。

杉山晃一，タイ (48年3月より49年まで）。

末成道男，韓国 (46年 3月より同 4月）。

47年6月にインド人学者 T.N. Madan氏を招いて，インドにおける家族と宗教に

関する研究報告を受けた。

本計画の第一期本調査は48年3月で終了した。

E 「仏教美術に関する研究」

【期間】 45年度より47年度まで。 【専門委員】高田 修（委員長），秋山光和，伊藤延

男，塚本善隆，長広敏雄，西川新次，柳沢孝。

（事業内容】本計画は， 44年度にすでに準備を始め，同年度中に， 専門家会議を数回

開催して，その意見をもとにユネスコヘの示唆と提案をおこない，44年11月のコロン

ボでの国際専門家会議に出席した秋山光和氏の報告書作成に協力した。

45年度から本調査に着手し，調査研究の具体的なテーマを「大乗仏教美術の起源と

その展開」とし，とくに浄土美術に焦点を合せることにした。国内において，以下の

ように，絵画， 建築，彫刻等の専門家が大分県富貴寺と京都府平等院鳳凰堂を総合的

に調査した。

富貴寺総合学術調査： 45年12月6日より12日まで。

第1回鳳凰堂総合学術調査： 46年8月4日よ り14日まで。

第2回鳳凰堂総合学術調査 ：47年8月29日より 9月4日まで。

また，世界各地の博物館，美術館に散在している敦煙出土の絹画の総合的調査のた

め，高田 修氏を， 46年10月25日より12月18日まで，インド，ソ連邦，西ドイツ，フ

ランス，イギリス，アメリカヘ派遣した。

さらに，ソ連邦中央アジアの仏教美術関係遺跡，遺品の研究状況の報告を受けるた

め，ソ連邦科学アカデミ ー・ 東洋学研究所の G.M. Bongard-Levin氏を， 47年11月

5日よ り19日まで，招聘した。なお氏の報告は EastAsian Cultural Studies, Vol. 

XII, Nos. 1-4, 1973, pp. 11-28に掲載した。

本調査研究は， 47年度をもって一応終了したが，鳳凰堂の調査報告書の作成は，48

年度にもひきつづいておこなう予定である。また，本計画に関連して，「仏教美術に

関する研究の現状」の編集をおこなったが，これについては次項 「連絡および情報交

換」を参照されたい。

F. 「世界における東洋学の現状調査」

［期間】 47年度より 7カ年計画。【専門委員】護雅夫（委員長），北村甫，武田幸

男，田中正俊，鳥海靖，松村襴，山崎元ー。
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t事業内容】本計画は，その第一歩として49年度までに，日本におけるアジア研究お
よび日本研究の現状を調査することとし， 日本研究を19の領域に，日本以外のアジア

諸国研究を27の領域に分け，それぞれの領域の調査者の選定と調査の依頼をおこなっ

た。

2. 連絡および情報交換

A 文献目録等の作成

「東アジアおよび東南アジアに関する欧文文献目録の目録，そのII」

"A Survey of Bibliographies in Western Languages concerning East and 

Southeast Asian Studies, Part II" 1969, xiii+ 163 p. 

本書は Bibliographiesシリ ーズの No.5で， 東アジアと東南 アジアを対象とし

た，社会科学と人文科学の分野の文献目録の目録である。 1966年刊行の同名の目録

は，単行本として出版された文献目録を扱ったが，本書は，学術雑誌に発表された文

献目録を扱った。

「アジア研究の研究機関および研究者一院ーカンボジア編 ・ラ オス編 ・マレーシア

編 ・シンガボール編 ・ベ トナム編」

"Research Institt{,tes and Researchers of Asian Studies in Cambodia, Laos, 

Malaysia, Singapore, and the Republic of Vietnam" 1970, vii+ 183 p. 

本書は Directoriesシリ ーズの No.8で，カンボジア編，ラ オス編，マ レーシア編，

シンガポール編ベ トナム共和国編に分れている。研究機関は，名称，機関長名，創

立年， 機構 主要事業内容， 出版物をあげ，研究者は，所属機関ごとに列記し，氏

名，生年，学歴，職歴（現眠），専門，主要業組をあげた。

"Inventory of Buddhist Art Studies in Japan"（仮題）

本書は，上記の調査研究E 「仏教美術に関する研究」の専門委員会の責任のも と

に， 45年度より編集をはじめ， 48年度に出版の予定である。 1960年から69年までに発

表された仏教美術に関する研究を網羅的に調査し，その結果は「仏教美術文献目録」

として， 48年度に，中央公論美術出版社から出版される予定である。本書の内容は，

調査した文献の中から選んだ約3,000点の文献の目録とその著者名索引，および専門

家の執筆による研究動向である。

B. 資料目録の作成

センタ ーは，ユネスコの重要歴史文書のマイクロフィルム化計画によって，アジア

諸国で撮影されたマイ クロフィ｝レムの保管センタ ーに指定されている。 42年度に到着

-51-



した，マレーシア・シンガボールからのユネスコ・マイクロフィルムを43年度にひき

つづき整理し，その目録の後半部分を EastAsian Cultural Studies, Vol. VIII, 

Nos. 1-4, 1969, pp. 41-52に掲載した。カンボジアからのマイクロフィルムも 42年

度に受け入れ， 43年度に整理をおこなった。 内容は Journalofficiel de l'Indochine 

fran~aise (4 janv. 1904-30 decbre 1915) と欧文の仏領インドシナに関する研究書

である。この目録，およびマレーシア・シンガポールの部と合せた索引を， East

Asian Cultural Studies, Vol. VIII, Nos. 1-4, 1969, pp. 53-91に掲載した。

センターは， 44年度にフィリヒ゜ンの部 196リールを受けとり， 整理した。内容は，

マニラの国立文書館所蔵のスペイン語文書で，教育施設に関するもの 83リール，マニ

ラ市に関するもの 54リール，ギャンブル規制に関するもの 38リー）レ，マラセーニャ

ン宮殿に関するもの 21リールである。このマイクロフィルムに関する解説およびそ

の目録を EastAsian Cultural Studies, Vol. IX, Nos. 1-4, 1970, pp. 57-107に

掲載した。

センターは， 45年度にインドの部 189リールを受けとり，整理した。内容はインド
各地の図書館が蔵している各種言語の古写本である。図書館名と写本の使用言語は以

下のとおりである。

Calcutta: National Library (Sanskrit and Persian); Bangiya Sahitya Parisadl 

(Sanskrit); The Sanskrit College (Sanskrit); The Victoria Memorial Hall 

(Arabic); Nagpur University Library (Sanskrit); University of Burdwan 

(Sanskrit and Persian); Calcutta University Library (Sanskrit); The Asiatic 

Society, Calcutta (Arabic, Persian and Sanskrit). 

New Delhi: The National Museum (Sanskrit, Persian and Prakrit); Sri Ma-

havir Jain Public Library and Reading Room (Sanskrit). 

Gauhati: Narayani Hindiqui Historical Institute (Sanskrit and Assamese); MSS 

of Kamarupa Anusandhan Samiti preserved at the Assam State Museum 

(Assamese). 

Hyderabad: Salar Jung Museum Library (Persian and Arabic); Osmania Uni-

versity (Sanskrit, Persian, Arabic and Jaina Apabhrarpsa); State Archives,. 

Government of Andhra Pradesh (Persian); State Central Library (Persian 

and Arabic); Da'irat-ul Ma'arif-il Osmania (Arabic); Sayeedia Library Asso-

ciation (Arabic); Andhra University, Waltair (Sanskrit). 

Jammu: Sri Ranbir Sanskrit Research Institute (Sanskrit); The Bhuri Singh 

Museum (Sanskrit); State Chandradhari Museum (Sanskrit). 

Madras: Government Oriental Manuscripts Library (Sanskrit and Persian);. 

Oriental Research Institute (Sanskrit); Office of the Government Epigraphist 

for India (Sanskrit); Sri Venkateswar University, Oriental Research Institute 
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(Sanskrit and Prakrit); The Bureau of Tamil Publications (Tamil). 
Patna: Khuda Bakhsh Oriental Public Library (Arabic and Persian); Patna 
University (Sanskrit and Prakrit); State Chandradhari Museum (Sanskrit). 
Poona: Bhandarkar Oriental Research Institute (Sanskrit); The Asiatic Society 
of Bombay (Sanskrit); Bombay University Library (Sanskrit); H.P. T. Col-
lege (Sanskrit); Deccan College Post Graduate and Research Institute (San-
skrit). 

Thanjavur: The Sarasvati Mahal Library (Sanskrit and Tamil). 

Trivandrum: Oriental Research Institute and Manuscript Library (Sanskrit 
and Malayalam). 

このマイクロフィルムの目録およびその索引は， EastAsian Cultural Studies, 
vol. X, Nos. 1-4, 1971, pp. 53-85，および同誌 Vol.XII, Nos. 1-4, 1973, pp. 
29-103に掲載した。

ユネスコ・マイ クロフィルムの最後のものとして，ネパー）レの部は， 46年度に，受

け入れ，整理した。その目録は，

"List of Micro丘lmsDeposited in the Centre for East Asian Cultural Studies, 
.Part 7. Nepal"として， 47年度に刊行した。

46年度の東洋文庫展示会に協力して，ポ｝レ トガルのアジア進出史に関する史料を調
査 し， その目録を所内資料として刊行した。

C. 図書の寄贈および交換

センターは，その出版物を，国内の主要大学，研究所の図書館，および各国在日大
使館等約200カ所に，国外の主要大学，研究所の図書館，各国ユネスコ国内委員会，
日本政府在外公館等約200カ所に定期的に寄贈している。また，国内の研究所約50カ
所，国外の研究所約100カ所から定期的に出版物の寄贈を受けている。

D. 「日本における近代中国研究の現状」調査
45年度に，イギリスの ChinaQuarterlyに協力して， 20世紀の中国を研究する研
究者に関する情報を収集し，整理した。 47年度には，この事業を恒常的に遂行するた

めの準備をおこなった。

E. 機関紙 EastAsian Cultural Studies（英文）の刊行

43年度， 第8巻 1/4合併号。

富永健一他「タ イ 国社会の近代化と工業化一社会学的分析 • I」,「ユネスコ・マ
イ ク ロフィ ルム目録 ・ マレー シアの部 • II・カンボジアの部」，「ユネスコ ・マイ
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クロフィルム目録の索引」

44年度，第9巻，1/4合併号。

富永健一他 「タ イ 国社会の近代化と工業化一社会学的分析 • E」,「ユネスコ・マ

イクロフィルム目録 ・フィリヒ°ンの部」

45年度， 第10巻，1/4合併号。

梅渓 昇 「お雇い外国人」，「センタ ー事業報告，1968-70」,「ユネスコ・マイ グ

ロフィルム目録 ・ インドの部 • I」

46年度 第11巻，1/4合併号。

「東アジア諸国における家族と宗教に関する国際ヽンンボジウム議事録」（特集号）

47年度， 第12巻，1/4合併号。

プラチョ ーム・チ ョムチャイ「タイ国における人権思想の発展」，ボンガード・

レビン 「ソ連邦における仏教学の現状とソ連領中央アジアにおける仏教遺跡の発

掘」，「ユネスコ・ マイクロフィルム目録 ·インドの部 • E」,「ユネスコ・マイク

ロフィルム目録の索引（イン ドの部）」

3. 学術図書出版

A 東アジア文化研究シリ ーズ（英文）

No. 13 夜久正雄著「古事記のいのち」 1969, ix+ 208 p., 5図， 3地図。

Nos. 14/15 ボニー・マクドゥーガル著「中国における西洋文学理論の迎入， 1919-

1925」1971,xii +368 p. 

B. 専門書 ンヽリーズ（英文）

ティパコラ ウォン（チャディン ・フラッド訳注）「ラ ーマ 4世年代記」第 4巻（注お

よび付録）， 1973, iv+197 p. 

「史料よりみたる明治維新」第 1巻，1969, vi+ 221 p. 第2巻， 1970, x+235p. 

第 3巻 1972,xi+275 p. 

4. 研究会

劉子健（アメ リカ）「南宋政治新探ー官僚化した独裁絶対君主，官僚主義および農民

起義一」 (43年4月13日）

A. Subbiah（インド）「タミル学とタミ）レ研究所の設立について」 (44年11月7日）

徐先覚（中国）「随倭国交の問題点について」 (45年10月17日）
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Charles Haguenauer（フランス）「フランスにおける日本研究の現状について」 (45

年11月4日）

W. G. Beasley（イギリス）および Ch.R. Boxer（イギリス）「イギリ スにおける日

本研究ならびにアジア研究について」 (47年10月9日）

G. M. Bongard-Levin（ソ連） 「ソ連における仏教学の現状とソ連領中央アジアにおけ

る仏教遺跡の発掘」〔備考〕財団法人東方学会と共催，於霞山会館。 (47年 11月17

日）

Thomas Thilo（東ドイツ）「東ドイツにおけるアジア研究について」(48年1月23日）

5. 語学講習会

・カンボジア語講習会

【日時】43年7月8日より 8月30日まで

【講師】坂本恭章，ネアック ・ソック ・チョムラウン

・チベット語講習会

【日時】44年 8月4日より 9月12日まで

【講師】北村 甫，山口瑞鳳，ソナム・ギャツオ

• 朝鮮語講習会

【日時】45年7月20日より 8月28日まで

【講師）大谷森繁，李喜敷，李賢起

・トルコ語講習会

【日時】46年7月21日より 8月24日まで

【講師】竹内和夫，サバハッティン，シナン，メテ ・トンジュク

・モ ンゴル語謡習会

【日時】47年 7月10日より 8月25日まで

【講師】小沢重男，セベック ・ドルジ，城生伯太郎
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6. 国際交流

A. 海外 出 張

上記の事業以外の目的で海外に出張した者は以下のとおりである。

榎 一雄 45年 4月より 7月まで。オーストラリ ア ・シドニー大学客員教授。

生田 滋 45年10月より46年 4月まで。イン ドネシア・イ ンドネシア大学客員講師。

B. ユネ ス コ・フ ェローの受入れ

Hilda Chen-Apuy（コスタリカ） 【期間】43年 4月より5月。【目的】日本の仏教美

術の研究。

李喜昌（韓国） 【期間】43年 8月より 9月。 【目的】出版技術の研究。

黄元九（韓国） 【期間】44年 3月より 7月。 【目的】李朝期の燕行録の研究。

llya Foniakov（ソ連） 【期間】44年 6月より12月。 【目的】 日本文化の研究。

Satyawati Suleiman（イ ンドネシア） 【期間】44年 9月より10月。 【目的】考古学およ

び遺跡保存の研究。

Do Ba Vinh（ベトナム） 【期間】45年5月より 7月。 【目的】仏教美術の研究。

Soubert Son（カンボジア） 【期間】45年10月より11月。 【目的】文化遺跡 ・遺品の保

存に関する研究。

C.その他

センタ ーは， 卜）レコ人学者 Gul9inCandarliogl u氏を， 東洋文庫研究部と協力し

て， 44年9月より45年7月まで，客員研究員として受け入れた。

上記事業以外の目的で，センタ ーを訪れ，センタ ーが便宜供与した外国人学者は以

下のとおりである。

43年度

Hsueh Shou-sheng辞壽生（香港）， Pedro J. Abella（フィ リビン），NguyenHuy 

Tho（ベトナム），Antonioda Silva Rego（ボ）レトガ）レ），ShiroSaito（アメリカ），

Roger F. Hackett（アメリカ）， JoYung-Hwan曹瑛燥（アメリカ）， H.C. Koh 

（アメリカ）， DietrichTreide（東 ドイツ）， YvesHervouet（フ ランス），Jerry

P. Dennerline（アメリカ），MahdiElmandjra（ユネ スコ）， N.A. Bammate（ユ

ネスコ）， Yasushi Kono河野靖（ユネスコ），MeirGavish （イスラエル），

Mahinda W erake（ス リランカ）， G.Walter Robinson（イギリ ス）， JeanMeuvret 

（フランス）， KullasapGesmankit（タ イ）， J.A. Niels Mulder（アメ リカ），Subekti

Dhirdjosaputro（インドネシア）， WonChang-hoon（韓国），Yusofbin Mydin 
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（マレーシア）， RunjuanIntarakumhang（タイ）。

44年度

Graciela Gonc;alez de la Lama（メキシコ），TanY eak Seang陳育松（シンガボ

ー）レ），G.Raymond Nunn（アメ リカ）， WillardH. Elsbree（ア メ リカ）， M.J.

Meijer（オランダ）， MinoruKiyota（アメリカ）， RobertE. Cole （ア メ リカ），

Edgar Wickberg（カナダ），KimDong Wei金東衛（韓国），LeeHae Kwan李

海寛（韓国），DouglasL. Johnson（アメリカ）， ChenChing-ho陳荊和（香港），

Edward K. Chang張恭徳（中国），KooByung Sak丘乗朔（韓国）， JamesJ. 

Meany, S. J.（フィリ ヒ°ン），JaniceMary Stargardt（オーストラリア）， Koent-

jaraningra t（イン ドネシア）， GiokPo Oey（アメリカ），LiangChia-pin（中国），

Martina Deuchler（スイス），CharlesMeyer（カンボジア）， R.Santos Cuyugan 

（フィリヒ°ン）， ChungHae Taek丁海澤（韓国），WalterSimon（イギリス）。

45年度

Lee Dutton（アメ リカ）， KimIk-jo（韓国）， TilmanSpengler（西ドイツ），

Adriana Boscaro（イ タリア）， SanehChamarik（タイ），Yasushi Kono河野靖

（ユネスコ），N.Mahapatra（インド）， Nguyen-khoaPhon-Anh（ベトナ ム），

Shing Kar Lama（シッキム），Thondub pun tsho（シッキム），DomingoAbella 

（フィ リビン），H.M. Lai変證謙（アメリカ）， ChenCheng-siang陳正祥（香港），

Vinayshil Gautam（インド）， Xavierde Planhol（フ ランス）， EdithDittrich 

（西ドイツ）， GracielaGonc;alez de la Lama（メキシコ）， A.Kh. Kinany（ユネ

スコ）， CecilHobbs（アメ リカ），TitimaPhitakspraiwan（タイ），YutSakdejayont 

（タイ）。

46年度

Goh Then Chye呉天オ（マレーシア），AngTian Se洪天賜（マレーシア），H.

W. Bailey（イギリス），DavidSeyford Ruegg（オランダ），RobertoV. Reyes 

（フィ リビン）， AntonioV. Arizabal, Jr.（フィリヒ°ン）， JosefaM. Saniel（フィ

リヒ°ン）， PaikSyeunggil（韓国）， MeteTunc;oku (卜）レ コ）， NguyenDinh Hoa 

（ベトナム），BarbaraLinne Phillsbury（アメ リカ），MarkScher（アメリカ），

Lie Tektjeng （インドネシア）， K. Jayatilake （スリ ランカ）， Liang Chia-pin 

梁嘉彬（中国），JigdalD. Sakyapa（アメリカ，チ ベッ ト）， Pongsak Roongroj-

panich（タイ）， V.V. Gokhale（インド）， ShirleenWong（アメリカ）， Milton

W. Meyer（アメリカ），W.Z. Mulder（オーストラリア），TanSok Joo（シンガ

ボール）， J.A. C. Mackie（オーストラリア）， Darsham（インドネシア）， Dominicus

（インドネシア）。

47年度
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James H. Soong宋漢西（アメリカ）， YangYun-pin楊雲滓（中国），ShiroSaito 

（アメリカ）， TorbongsDonavanik（タイ）， EdwardS. Krebs（ア メ リカ）， Ryu

Tong-shik柳東植（韓国），Ch'enChieh-hsien陳捷先 （中国）， KentSmith（ア

メリカ）， Ts'aoYung-ho曹永和（中国）， BaileyW. Diffy（アメリカ）， Richard

Staubitz, Laszlo Ferenczy（ハンガリー）， IstvanHalla（ハンガリー）， Hans-

Jochen Tewes（東 ドイツ）， HubertDurt（フランス）， Rev.Kundeling（インド，

チベット）， Tenzin（インド， チベット）， Perna （インド，チベ ット），Kasem

Suwanagul（タイ）。
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IV 業務報告

1. 庶務報告

A. 財団法人東洋文庫理事会 ・評議員会

理事会

第188回昭和43年5月14日（火） 第196回昭和45年11月17日（火）

第189回昭和43年 9月24日（火） 第197回昭和46年7月2日（火）

第190回昭和43年12月3日（火） 第198回昭和46年11月11日（木）

第191回昭和43年12月3日 （火） 第199回昭和47年2月26日 （土）

第192回昭和44年 5月20日（火） 第200回昭和47年 6月7日 （水）

第193回 昭和44年10月7日（火） 第201回 昭和47年11月7日（火）

第194回 昭和44年12月2日（火） 第202回昭和47年11月7日 （火）

第195回昭和45年5月19日（火）

評議員会

第85国昭和43年5月14日（火） 第89回昭和46年7月2日（火）

第86回昭和43年12月3日（火） 第90回昭和47年6月7日 （水）

第87回昭和44年5月20日（火） 第91回昭和47年11月7日 （火）

第88回昭和45年5月19日（火）

B. 東洋学連絡委員会

昭和43年度

前期 （昭和43年11月26日） 【議題】(1)昭和43年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和44年度財団法人東洋文庫事業計画案について

後期（昭和44年3月25日） 【議題】(1)昭和43年度財団法人東洋文庫事業報告につい

て (2)昭和44年度財団法人東洋文庫事業計画案について

昭和44年度

（昭和44年10月14日） 【議題】(1)昭和44年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和45年度財団法人東洋文庫事業計画案について

-59― 



昭和45年度

前期（昭和45年11月17日） （議題】(1)昭和45年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和46年度財団法人東洋文庫事業計画案について (3)委員改選につ

いて (4)その他

後期（昭和46年3月23日） 【議題】(1)昭和45年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和46年度財団法人東洋文庫事業計画案について (3)その他

昭和46年度

前期（昭和46年 9月28日） 【議題】(1)昭和46年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和47年度財団法人東洋文庫事業計画案について

後期（昭和47年3月14日） 【議題】(1)昭和46年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和47年度財団法人東洋文庫事業計画案について (3)その他

昭和47年度

前期 （昭和47年10月17日） 【議題】(1)昭和47年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和48年度財団法人東洋文庫事業計画案について (3)その他

後期（昭和48年3月6日） （議題】(1)昭和47年度財団法人東洋文庫事業中間報告に

ついて (2)昭和48年度財団法人東洋文庫事業計画案について

C. ユネス コ東アジア文化研究センタ ー運営委員会 ・顧問会

運営委員会

昭和43年度 【前期】昭和43年11月26日 【後期】昭和44年3月25日

昭和44年度 【前期】昭和44年10月14日 【後期】昭和45年3月25日

昭和45年度 【前期】昭和45年 9月29日 【後期】昭和46年3月23日

昭和46年度 【前期】昭和46年 9月28日 【後期】昭和47年3月14日

昭和47年度 【前期】昭和47年10月17日 【後期】昭和48年3月6日

顧問会議

昭和43年度昭和43年11月26日

昭和44年度昭和44年10月14日

昭和45年度昭和45年9月29日

昭和46年度昭和46年9月28日

昭和47年度昭和47年10月17日

D. 東洋文庫維持会

本維持会は，財団法人東洋文庫の事業を援助発展させることを目的と して結成され
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たもので，現在の会員は下記の通り48社である。会員には普通会員（個人），賛助会

員（個人又は法人団体），及び特別会員があり，特別会員を除き年会費（普通会員 1

□5千円以上，賛助会員 1050千円以上）を納入する。

東洋文庫維持会会員名簿

三菱重工業株式会社

株式会社三菱銀行

旭 硝 子株式会社

三 菱化成 工 業株式会社

三菱金屈鉱業株式会社

＿菱庇 事株式会社

一菱地所株式会社

ー 菱石油株式会社

一 菱電機株式会社

三菱レイヨン株式会社

日 本郵船株式会社

ー菱鉱業株式会社

三菱信託銀行株式会社

ー菱 倉庫株式会社

明治生 命保険相互会社

株式会社竹中工務店

千代田 化 工 建設株式会社

東京急行電鉄株式会社

日 興証券株式会社

麒麟麦酒株式会社

三菱自動車販売株式会社

東京海上火災保険株式会社

三菱アセテ ート 株式会社

三菱瓦斯化学株式会社

（昭和48年3月31日現在敬称略 ・順不同）

一菱化工機株式会社

一菱樹脂株式会社

一菱製鋼株式会社

一 菱製紙株式会社

三菱セメント株式会社

三菱モンサント化成株式会社

一 菱 油化株式会社

日本光学工業株式会社

小田 急電鉄株式会社

株式会社伊 勢 丹

株式会社西武百貨店

株式会社日立製作所

株式会社明 電 舎

戸田建設株式会社

東亜燃料工業株式会社

日本信託銀行株式会社

富 士 紡紹株式会社

本田技研工業株式会社

味 の 素株式会社

日産火災海上保険株式会社

東亜港湾 工業 株式会社

エ ー ザ イ株式会社

精 工産 業株式会社

誠 和株式会社
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E. 東洋文庫創立50周年記念特別事業

東洋文庫創立50周年記念特別事業として，次の諸事業を行った。

1. 東洋文庫50周年展の開催

読売新聞社と東急百貨店の協賛を得て，昭和42年10月20日から同年11月1日まで，

東急百貨店日本栢店グランド・ホールにおいて蘭催した。

日本書紀等国宝7点重要文化財8点を含む東洋文庫所蔵四書資料約700点を出陳

した。詳細については東洋文庫年報昭和42年度版を参照。

2． 書庫及び研究室の増築事業

・O特別書庫の増築

昭和 7年 (1932年）に建築された新館書庫に接続して，鉄筋コンクリート造地階付

地上4階建の貴重本，特別図書，マイクロ・フィ｝レム等を保管する書庫（建坪約227

平方米。延坪約1,134平方米）を昭和43年3月に完成した。（東洋文庫年報昭和42年度

版参照）

更に，昭和45年度において， 書庫内附設の書架を完成した。特に，チベット文献架

蔵のアルミ ニューム製特殊書架は，本邦において初の試みとして注目をあびた。

〇研究室の増築

敷地東測に大正13年 (1924年）建築の本館に接続して鉄筋コンクリート造地階付地

上 5階建の研究室（建坪約334平方米，延坪約1,686平方米）を昭和44年11月に完成し

た。特に最新設備の写真室（写真事務室 1,電子複写室1, マイ クロ撮影室1, 現像

室 3' 水洗室1,乾燥室1' 計8室）を設置し， 1階に図書室，2階， 3階に研究室

13室を設置した。

・O増築費用

特別書庫増築費

新館増築費

61,113千円

123,919千円

計 185,032千円

これらは各界の援助を得て，補助金及び寄付金（財団法人日本船舶振興会補助金

101,000千円， その他の寄付金82,976千円）で賄われた。

補助及び寄付先は次の通でりある。

東洋文庫創立50周年記念特別事業設備拡充資金補助• 寄付者名簿

財団法人日本船舶振興会 101,100, 000円 旭硝子株式会社

三菱重工業株式会社 1,970,000円 三菱商事株式会社

株 式会社三菱銀行 1,420,000円 三菱電機株式会社
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1,270,000円

1,220,000円

1,130,000円



三菱地所株式会社 1,130,000円 株式会社神戸銀行 435,000円

三菱化成工業株式会社 1,030,000円 株式会社北海道拓殖銀行 435,000円

三菱信託銀行株式会社 850,000円 株式会社日本不動産銀行 427,500円

三菱油化株式会社 850,000円 財団法人石橘財団 3,000,000円

麒麟麦酒株式会社 850,000円 電気事業連合会 15,000,000円

日本郵船株式会社 750,000円 信託協会 1,250,000円

三菱金屈鉱業株式会社 660,000円 東証正会員協会 1,000,000円

東京海上火災保険株式会社 660,000円 生命保険協会 1,500,000円

明治生命保険相互会社 660,000円 日本損害保険協会 800,000円

三菱レイ ヨン株式会社 660,000円 日本百貨店協会 1,000,000円

三菱石油株式会社 610,000円 武田薬品工業株式会社 1,000,000円

三菱製紙株式会社 520,000円 末松保和 800,000円

三菱セメン ト株式会社 470,000円 伊藤泰造 5,000円

三菱製鋼株式会社 470,000円 本出澄子 ・小川芳子 5,000円

三菱モンサント株式会社 470,000円 日本化学繊維協会 1,000,000円

三菱江戸川化学株式会社 470,000円 大谷光照 100,000円

三菱樹脂株式会社 470,000円 住友電気工業株式会社 200,000円

三菱化工機株式会社 470,000円 社団法人クラブ関東 10,000円

三菱鉱業株式会社 470,000円 松下電器産業株式会社 1,000,000円

三菱倉庫株式会社 470,000円 出光興産株式会社 1,000,000円

株式会社日立製作所 2,000,000円 住友化学工業株式会社 500,000円

東京芝浦電気株式会社 1,500,000円 大阪製鋼株式会社 76,000円

株式会社安川電機製作所 150,000円 大谷重工業株式会社 58,000円

株式会社富士銀行 1,275,000円 川崎製鉄株式会社 1,334,000円

株式会社第一銀行 1,275,000円 久保田鉄工株式会社 545,000円

株式会社三井銀行 1,275,000円 神戸製鋼株式会社 631,000円

株式会社三和銀行 1,170,000円 住友金属株式会社 1,295,000円

株式会社住友銀行 1,170,000円 大同製鋼株式会社 126,000円

株式会社日本勧業銀行 1,020,000円 中山製鋼株式会社 100,000円

株式会社日本興業銀行 1. 020,000円 日新製鋼株式会社 375,000円

株式会社協和銀行 1,020,000円 日本鋼管株式会社 1,535,000円

株式会社東京銀行 1,020,000円 株式会社日本製鋼所 25,000円

株式会社日本長期信用銀行 727,500円 富士製鉄株式会社 1,991,000円

株式会社大和銀行 727,500円 八幡製鉄株式会社 2,184,000円

株式会社東海銀行 727,500円 株式会社淀川製鋼所 24,000円
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三洋電機株式会社 300,000円 紙パルフ゜連合会 289,135円

日新電機株式会社 100,000円 アラビア石油株式会社 300,000円

日本軽金属株式会社 200,000円 日本自動車工業会 4,643,000円

住友軽金属工業株式会社 100,000円 東亜燃料工業株式会社 100,000円

日立造船株式会社 100,000円 ムロ 計 183,976,135円

2. 人事報告

昭和43年度から昭和47年度間における東洋文庫役識員の異動は，以下のとおりであ

る。

役員異動

1 塁月胃 I役職名 I 氏 名 I就退区分 1 備 考

43, 7 •27 理事 大原総一郎 退退（逝去任任）し ） 倉敷レーヨン株式会社社長
43. 8. 12 評議員 阿部賢一 早稲田大学総長

/I II 時子山 常三郎 就 任 II 

43 • 12 • 3 II 中山素平 II 株式会社日本興業銀行会長

II II 長谷川 周重 II 住友化学工業株式会社社長

44 ・ 5 • 29 II 大 河内一男 退 任 東京大学総長

II /I 加藤一郎 就 任 II 

44 • 7 • 19 II 永沢邦男 退 任 慶応義塾大学塾長

II II 佐 藤 朔 就 任 II 

45 • 2 • 20 II 奥田 東 退 任 京都大学学長

II II 前 田敏男 就 任 II 

45, 10 • 26 II 時子山常三郎 退 任 早稲田大学総長

II II 村 井資長

呵就退就（逝逝去去任f仔任） l 文化財保”護委員会委員45 • 11 • 18 
理理理代事事串長長理 細 川 護 立

45 • 11 • 18 ｝榎 一雄 ） ｛事駒財団，沢東法大京学人教大東学授洋教文授庫専務理
46 • 11 • 7 岩井大慧
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東洋学連絡委員会委員異動

塁月胃 I役裁名 I
46. 11. 7 I常任委員 l岩

氏 名

井 大

I就退区分 I

慧 l退任 I

備 考

ユネスコ東アジア文化研究センター役員異動

．
 

.
〖
鴫

r
.
-
!
I

． •I 

異動年月日 1職 名i氏 名 l喜嘉 ll移動年月日 1職 名 ＼氏 名 1 就区分退， 

43 • 11 • 16 運営委員 加藤俊彦 就任 46, 3 • 9 II 泉 清一 II 

； 

II II 桃 裕行 II 46 • 3 • 10 II 鈴木 敬 就任
II II 小 口偉ー II 46 • 9 • 12 II 桃 裕行 退任 し

II II 高田 修 II 46 • 9 • 13 II 沼 田次郎 就任
II 顧 問 杉野目晴貞 II 47 • 2 • 27 // 小 倉武一 退任

44 • 3 • 14 運営委員 関野 克 退任 47 • 2 • 28 II 鹿 子木昇 就任 ＇

44, 9 • 30 /／ 相 良惟ー II II II 犬丸 直 II ； 

II II 藪内 清 ／／ II 顧 問 朝吹三吉 退任 ＇
II /I 加藤俊彦 II II ”・ 金田一京助 II ヽ

44•10· 1 II 市 村真一 就任 II II 杉野目晴貞 II ， 
II II 森 鹿三 II 47 • 9 • 29 運営委員 鈴木 敬 II 

II II 氏原政治郎 II II II 潮 見俊隆 II 

44 • 9 • 30 II 菅沼 潔 退任 47. 9. 30 /I 高 柳信一 就任

45. 3. 15 II 広長敬太郎 就任 /I II 荒 松雄 II 

45 • 9 • 17 II 氏原政治郎 退任 II 顧 問 平塚益徳 II 

45 • 9 • 18 II 河野健二 就任 47, 10 • 20 運営委員 犬丸 直 退任

II II 潮 見俊隆 II 47 • 10 • 21 II 笠木 三郎 就任

II II 泉 清一 /I ／／ 顧 問 伊藤良二 II 

II II 小 口偉一 退任 47 • 11 ・ 11 II 徳 永康元 II 
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職員異動

就 職 者
II 

退 職 者

区分 1年月日 I 氏 名 II区分 l年月日 l 氏 名

総務部 44. 4 • 1 宇田川 善吉 総務部 44 • 4 ・ 30 勝間勇次郎

44. 7. 1 吉 野 マサ子 44 • 6 • 30 秋元美恵子

45. 2. 10 小林節子 45 • 9 • 30 小 林和 広

45 • 10 • 1 光田憲雄 45. 4. 30 小林ゆき子

研究部 43 • 4 • 1 竺沙雅 章 45 • 9 • 15 吉野マサ子

45 • 4 • 1 長 正統 47 • 1 • 31 倉 沢千代子

II 川 崎 信定 47 • 6 • 30 小 林節 子

II 永 田雄三 48 • 3 ・ 27 石井浜吉

46• 4 • 1 渡辺紘良 図書部 44 • 3 • 31 熊田信次郎

46•9·10 トフ テ゚ン・ ダタク 46 • 4 • 1 石黒弥致

＇ユネスコ 45 • 4 • 1 篠原純子 47 • 3 • 31 岩崎富久男

研究部 43 • 12 • 31 荒川 裕 子

44 • 3 • 31 柴田邦子
II 西 義 ・郎 ！

i 45 ・ 3 ・ 31 杉本百合

46 • 4 • 30 石田正憲 ：

47 ・ 3 ・ 31 宮坂 宏

II 渡 辺紘良

47 • 8 • 31 今泉美佐子
， 

48• 3 • 3 トフ テ゚ン・ ダタク

ユネスコ 44 • 8 • 31 関 聰恵

46 • 12 ・ 31 篠原純子
I 

47, 3 ・ 31 中井佐恵子

47 ・ 6 ・ 30 丹 奈々子

●
 

総務部長異動

就
ヽ
任

II 
退 任

年月 日 I 
氏 名 II 

年月 日 I 
氏 名

46 • 4 • 1 河野六郎 46. 3. 31 小 林吟重郎

47 • 4 • 1 嘩R 雅夫 47, 3 • 31 河野六郎

47 • 10 • 1 早船艶雄 47 • 9 • 30 護 雅夫
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3. 会計報告

昭和47年度財団法人東洋文庫の収入支出予算書は，以下のとおりである。

，昭和47年度財団法人東洋文庫予算

！ 収入の
; 1 ; ii...科 1 目1
I 
i一 般会 ＇計

維持会費収入及寄付金収入
財産収入

事業収 入
雑収 入

国庫補 助 金

計

特別会計
ユ 不ス コ 東アジア

i 文 化研究 セン ター収 入

国庫補助金

＇ ユネ ス コ 補 助 金

， 財 産収入
， 雑収入

文部省科学研究費補助金
三 菱財団人文科学
研究 助 成金

部 I II 支 1出の部 1 

1金額 II 科 ：目l1金畔（千円） l 1 , （千円）

一 般会計 1 

経 常費 27,200
人 件 費 21,200
事務費 6,000
事業費 22,650
I東洋学連絡委
員会運営費

150 

II調査研究費 5,700 
皿研究資料 収 集費 7,590 
IV研究資料 出版 費 4,330 
v普及活動費 300 
VI研究者養成費 1,080 
VIl資料複製増 刷サ
ー ビス事業費

3,500 

備費 250

計 50,100

15,200 

5,800 
10,000 

100 
19,000 

33,000 

31,000 
1,540 

10 

550 
11,000 

15,000 

予

50,100 

I I 
計

合 計

59, 100 ! 
l l 

□ 

特別会計
ユ 不ス コ 東アジ ア
文化研究 セ ンタ ー 経費

33,100 

経常費 19,550
人件費 16,808
事務費 2,742
事業費 13,340
運営委員会及
顧問会議費

115 

調査研究費 6,620 
連絡及情報交換費 3,200 
出版物作成費 2,520 
シンボジウム ・研究
会講習会等開催費

621 

便宜供与費 264 
予備費 210
文部省科学研究費 11, 000 
一般研究（A)事業費 5,000 
総合研究（A)事業費 1,600 
海外学術調査事業費 4,400 
三菱財団人文科学
研究助成事業費

15,000 

計 59,100

合 計 I 109,200 
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昭和43年度から昭和47年度にいたる各年度の国庫補助金の推移は，次表のとおりで

ある。

年

金

国庫補助金の推移

度 I43 I ~ I 45 I 46 I 47 備 考

千円 千円 千円 千円 千円
38, 100 I 42, 500 I 46, 700 I 58, 700 I 61, ooo 

額
(38, 100) I (42, 002) I (45, 788) I (57, 736) I (59, 807) 
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附役職員名簿

昭和48年 3月31日現在の財団法人東洋文庫の役織員は，以下のとおりである。

1. 役員

役職名 I 氏 名
I 現 職

専理事務長理代理事 榎 一雄 財団法人東洋文庫研究部長 東京大学教授

理 事 有光次郎 東京家政大学学長
／／ 小 笠原光 雄 株式会社三菱銀行相談役
II 川 北禎一 株式会社日本興業銀行相談役
II 

河 野六郎 東京教育大学教授
II 

酒 井杏之助 株式会社第一勧業銀行相談役
II 

高 垣寅次郎
一尽墨橋立大大学国学会名名巻教授 東日本洋学文士庫院長会員

II 

辻 直四郎 誉図書教館授支部 日本学士院会員東

II 

徳 川宗敬 神宮大宮司 社団法人日本博物館協会会長
II 

松 方三郎 株式会社国際テレビフィルム社長
II 

松 本重治 財団法人国際文化教会授館理事長
II 

山 本達郎 教国際授基督教大学 日本学士院会員 東京大学名誉

血臣た 事 岡東 浩 東山農事株式会社専務取締役
評議員 梅原末治 京都大学名誉教授

II 

加 藤一郎 東京大学総長
II 

佐 藤 朔 愛応義塾大学熱長
／／ 

中 山 素平 株式会社日本興業銀行会長
II 

長 谷川周重 住友化学工業株式会社社長
II 
前 田敏男 京都大学学長

‘’ 俣野健輔 飯野海運株式会社会長

I/ 村 井資長 早稲田大学総長
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2. 東洋学連絡委員会委員

役職名 l氏 名 I 
現 職

委員長 辻 直四郎 （前 出）

委 員 板野長八 広島修道大学教授広島大学名誉教授

委 員 岩生成一 法政大学教授 日本学士院会員

委 員 江上波夫 上智大学教授東京大学名誉教授

常任委員 榎 一雄 （前 出）

委 員 貝塚茂樹 京都大学名誉教授

委 員 鈴木 俊 中央大学教授 ， ＇ 

委 員 塚本善隆 仏教大学教授

委 員 長尾雅人 鉄工短期大学教授 京都大学名誉教授

，委 員 福井康順 大正大学学長早稲田大学名営教授

委 員 松本信広 腹応義塾大学講師罠応義埜大学名誉教授

委 員 宮崎市定 京都大学名誉教授

委 員 森 鹿三 仏教大学教授京都大学名誉教授

常任委員 山 本達郎 （前 出）

委 員 吉川幸次郎 日本芸術院会員 京都大学名営教授

3． 名誉研究員

氏 名 I 現 職

W.T. デュ＝バリィ コロ ンビア大学教授

P. ドウミ ェヴィユ フランス学士院会員，元コレージュ ・ド・フランス教授

s.エ リセー エフ ‘ノルボンヌ大学教授，元ハーヴァード ・エ ンチン研究所長

w.フ ッ ク ス 元ケルン大学教授
B. カルルグレン 元スウェーデン王立極東古代博物館長

E.0.ライシャワー ハーヴァ ー ド大学教授，元駐日アメ リカ大使

w.サイ モン イギリス学士院会員，元ロンドン大学教授
G. ト ウ ッチ ローマ大学教授，イタリア中東亜研究所長

A.フォン＝ガベイン 元ハンブルグ大学教授

A.R.ディヴィス シドニー大学教授
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4. ユネスコ東アジア文化研究センター役員 （運営委員 ・顧問 ・参与）

A.運営委員

氏 名 I 現 職 I 

荒 松雄 東京大学東洋文化研究所長 i 
一又正雄 明星大学教授

I 

市村真一 京都大学東南アジア研究センター所長 I 
岩生成一 （前 出）

！ 
岡野 澄 日本学術振興会専務理事

尾高邦雄 上智大学教授 ・東京大学名営教授
； 

笠木三郎 文部省大学学術局審議官 l 

鹿子木 昇 アジア経済研究所長
］ 

I 
河野健二 京都大学人文科学研究所長 I ， 

高 田 修 成城大学教授
I ， 

高 柳信一 東京大学社会科学研究所長

中村 元 東京大学教授

沼田次郎 東京大学史料編簗所長

服部四郎 日本学士院会員 ・東京大学名巻教授

広長敬太郎 文部省日本ユネスコ国内委員会次長

福井康順 （前 出）

前田陽一 国際文化会館理事 ・東京大学名営教授

松本信広 （前 出）

山本達郎 （前 出）

吉川幸次郎 （前 出）

B.顧問

氏 名 I 現 職

伊藤良二 ユネスコ・アジア文化センタ ー理事長

大浜信泉 日本学士院会員

東畑精一 日本学士院会員・アジア経済研究所会長・東京大学名啓教授

徳永康元 アジア ・アフリカ言語文化研究所長

原田淑人 日本学士員会員 ・東京大学名誉教授

久松潜 一 日本学士院会員 ・東京大学名営教授

平塚益徳 文部省日本ユネスコ国内委員会会長 ・国立教育研究所長

前田充明 日本学校給食会理事長

宮沢俊義 日本学士院会員 ・東京大学名誉教授
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C.参与

氏 名 I 現 職

青 山秀夫 京都大学経済研究所長・京都大学教授

石田幹之助 国学院大学教授 ・日本学士院会員

岩淵悦太郎 国立国語研究所長

内川芳美 東京大学新聞研究所長 ・東京大学教授

織田武雄 京都大学名誉教授

海後宗臣 日本教育学会会長・東京大学名誉教授

佐々木誠治 神戸大学経済経営研究所長 ・神戸大学教授

鈴木 俊 （前 出）

田村実造 京都大学名誉教授

長尾雅人 （前 出）

丸 山 真男 東京大学講師

三上次男 青山学院大学教授 ・東京大学名誉教授

宮崎 市定 （前 出）

宮本正尊 東京大学名誉教授

山田秀 男 一橋大学経済研究所長 ・一橋大学教授
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5. 東洋文庫職員

図書部

辻直四郎（部長），池田直人，大塚祐子，小林輝男，小山 勲，須藤利子，竹

之内信子，立花孝全，児野寿満子，秩父良子，中島正之，西薗一男，広瀬洋子，

森岡康，渡辺兼庸

研究部

榎 一雄（部長），岩村忍（研究顧問，京都大学名誉教授），原田淑人（研究顧

問， 日本学士院会員），村田治郎（研究顧問，京都大学名誉教授），青山定雄（中

央大学教授）， 荒松雄（東京大学教授），市古宙三（お茶の水女子大学教授），

岩生成一（前 出），宇都木章（青山学院大学教授），梅原末治（前 出），

榎一雄（前 出），岡田英弘（東京外国語大学助教授），長正統，小野田サ

ヨ子，亀井孝(-橋大学教授），金子良太，川崎信定，神田信夫（明治大学教

授）， 菊池英夫（北海道大学助教授）， 北村 甫 （東京外国語大学教授），草野

靖（熊本大学助教授），ケツン ・サンボ，河野六郎（前 出），後藤均平（立教

大学教授），佐伯富（京都大学教授），末松保和（学習院大学教授），鈴木俊

（前 出），周藤吉之（東洋大学教授），関野雄（東京大学教授），祖南洋，

田川孝三（日本大学講師），田中時彦（東海大学教授），田中正俊（東京大学助教

授），竺沙雅章（京都大学助教授），辻直四郎（前 出），鶴見尚弘（山梨県立

女子短期大学助教授），土肥義和，鳥海靖（東京大学助教授），中嶋敏（東京

教育大学教授），二瓶幸子，坂野正高（東京大学教授），藤枝晃（京都大学教

授），本庄比佐子，松本信広（前 出），松村潤（日本大学教授），三根谷徹

（東京大学教授），村松祐次（一橋大学教授），護 雅夫（東京大学教授），山口瑞

鳳（東京大学助教授），山根幸夫（東京女子大学教授），山本達郎（前 出），山

崎元ー（国学院大学助教授）

総務部

早船艶雄（部長），臼倉豊松，宇田川善吉，染谷コウ， 平野 豊，星野景子，光

田憲雄，谷治嘉紀

ユネスコ東アジア文化研究センター

辻直四郎（所長），榎一雄（副所長）， ，NguyenKhac Kham,（専門員），厚

地麗子，生田 浩，河野六郎，後藤明，小山勲，外池明江，土肥義和，直井

靖夫，広瀬洋子，松前義治
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6. 東洋文庫臨時職員

昭和43年4月1日から昭和48年3月31日に至る間に臨時裁員として在籍した者は，

以下のとおりである。

【昭和43年度】

飯島千賀子 (~44)，市古恭子，伊藤佳子，榎本顕郎，遠藤純子 (~44)，刈田 徹

(～47)，国岡妙子，窪添慶文 (~45)，小林幸夫 (~45)，竹村正子 (~45)，田中

幸子，谷口恵美子，谷口信子，丹喬二，中井英基 (~44)，中村悠子，中山絞子

(～47)，中山道子 (~44)，西田幸子，星実千代 (~47)，堀内安雄，細野浩二

(～45)，松島光子(~44)，緑川勝子，柳場知子 (~44)

【昭和44年度】

相田 洋，浅見久隆，荒川裕子，伊藤滋，岩崎道雄，内田晶子，小井川京子，大

谷智子 (~45)，小沼直澄，加藤和子， 川島正子，JII西敬泊，菊地徳子 (~45)，木

下由紀太，小林征子 (~45)，酒井貴子 (~45)，佐藤智水，志部昭平 (~45)，島

田 澄滝田利行，武部徳子 (~45)，田中宏 己，中里成章 (~45)，中田美智子

(～45)，永田真知子，名倉洋子，二藤徳美 (~45)，浜口卓也，藤野和夫，古坂光

ー，前田恵美子 (~46)，三好清隆本橋照代 (~45)，山名弘史 (~47)，脇田重

雄

【昭和45年度】

生熊千枝子，石井正敏，石田由次郎，梅原四郎，梅村担，梅本滋美，小川鍼次郎，

川崎寿々子，木下シゲコ (~47)，草野章典，熊田信次郎(~47)，小宮恒雄(,.._,47), 

貞兼綾子 (~47)，新藤武彦 (~46)，鈴木茂，関真興，高山知久，田 口栄一

(～46)，田中教子 (~46)，田中敬子，谷口幸江，中島一雄，成田修一，林俊雄

(～47)，平山邦治，古沢宣子 (~47)，星山晋也，細田憲示，松田洋太郎，松前道

子，三木恒夫，百橋公然 (~47)，毛利一憲，森安孝夫，山内隆夫，横類直美

【昭和46年度】

市古健次，遠藤純子，勝亦斐子，加藤和子 (~47)，加藤純章，神田芙美子(,....,47).

土肥祐子，長野泰彦，蜂尾亮子 (~47)，松浦文子，山田千津子 (~47)，横田忠司

(～47) 
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【昭和47年度】

伊東照司，伊東伸明，梅村担，岡部裕章，海田耕三，甲子雅代，加藤恭子，川野

辺明，木下由紀太，小池 都，小松久男，蔀勇造，蔦 春菜，下田玖美子，関

根秋雄，関根謙司，代田貴文，竹谷典子，豊沢 一，永尾もと子，中川しげ子，長

沼真理子，西山 収，野口憲三，芳賀裕，馬場千枝子，馬場波留美，花田宇秋，

藤井敏江，藤井陽子，前田ヘレナ， 真野洋子，森安孝夫，矢野史子
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